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序

茨城県民福祉基本計画において県西地区は,首都東京などからの産

業経済面の影響を受けつつ,工業,住宅を導入する地域 としての役割

を高め,活力ある地域 として発展することが期待されております。

岩井市では近郊整備地帯 として, さらに,筑波研究学園都市にも近

接している条件を活かし,今後計画的な市街地整備を行 う中で,特に

工業基盤の確立,先端技術産業の誘致を目的として工業団地の建設計

画を進めております。

岩井幸田工業団地造成事業は,以上のような背景をもとに計画され

たもので,そ の予定地内には,埋蔵文化財の包蔵地である姥ケ谷津遺

跡,南開遺跡が確認されておりました。

このたび,財団法人茨城県教育財団は,茨城県と埋蔵文化財発掘調

査について委託契約を結び,平成 4年10月 から平成 5年 3月 にかけて

岩井幸田工業団地造成事業地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実

施してまいりました。

本書は,姥ケ谷津・南開両遺跡の調査成果を収録したものであり,

本書が学術的な研究資料 としてはもとより,教育,文化向上の一助 と

して活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び整理にあたり,委託者である茨城県はもとより

茨城県教育委員会,岩井市教育委員会をはじめ,関係各機関及び関係

各位から御指導,御協力を賜 りましたことに対 し,衷心より感謝の意

を表します。

平成 6年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理 事 長 儀 田  勇
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1 本書は,茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が,平成 4年 10月 から平成 5年 3月

まで実施 した,茨城県岩井市幸田地区に所在する姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の発掘調査報告書で

ある。

なお, 2遺跡の所在地 は次の通 りである。

姥 ケ谷 津 遺 跡  岩井市大字幸田字谷津台 1,405-1番地ほか

南 開 遺 跡  岩井市大字幸田字南開 1,234-1番地ほか

2 姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の調査及び整理に関する教育財団の組織 は,次 のとおりである。

事理 長 犠 田   勇 昭和63年 6月～

副 理 事 長 角 田 芳 夫 平成 3年 7月～

専 務 理 事 中 島 弘 光 平成 5年 4月～

常 務 理 事 本 田 二 郎 平成 3年 4月～平成 5年 3月
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長
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沼 田 文 夫
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平成 5年度整理・執筆・編集



3 本書に使用した記号等については,第 3章第 1節「遺構及び遺物の記載方法」の項を参照さ

れたい。

4 本書の作成にあたり,近世陶磁器については,財団法人出光美術館学芸員の荒川正明氏,縄

文式上器については,茨城県立歴史館主任研究員の斉藤弘道氏に御指導をいただいた。炭化材

の分析については,パ リノ・ サーブェイ株式会社に依頼 した。

5 発掘調査及び整理に際 してi御指導,御協力を賜 った関係各機関並びに関係各位に対 し,深

く感謝の意を表 します。

6 遺跡の概要

遺 跡 名 姥ケ谷津遺跡 。南開遺跡

フ リ ガ ナ ウバガヤツイセキ・ナンカイイセキ

百
園 題 岩井幸田工業団地造成事業地内埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 茨城県教育財団文化財調査報告第 89集

著 者 中村 敬治

編 集 機 関 財団法人 茨城県教育財団

発 行 機 関 財団法人 茨城県教育財団

住 所 〒310 茨城県水戸市見和 1丁目356番地の2

発 行 日 1994(平成6)年 3月 31日

所 収 遺 跡 市 町 村 コ ー ド 緯 東 経 標  高

姥ケ谷津遺跡 岩 井 市 08218-37 ０
０ 55 18m

南 開 遺 跡 岩 井 市 08218-38 36°  02ア  59″ 18m

所 収 遺 跡 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

姥ケ谷津遺跡

弥生時代後期

古墳時代前期

古墳時代中期

近  世

住居跡 1軒

住居跡12軒

住居跡 4軒

塚  3基

土器,上製品,石製品

土器,上製品 (舟形土製品),石製滉

土器,上製品

陶器

南 開 遺 跡 近  世 塚 1]肇 陶器,上師質土器,古銭
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第 1章 調 査  経

第 1節 調査 に至 る経過

首都圏整備計画において,岩井地区を含む茨城県南部区域 は,東京大都市圏に新たに展開され

る居住 。生産両面にわたる諸機能を積極的に誘導し,計画的な住宅地開発の推進 と工場適地への

工業の誘導を図る区域 として位置付けられている。

また,茨城県民福祉基本計画において,県西地区 (古河・水海道・岩井 。下妻等)は,首都圏

中央連絡道路を中心 とする東京外縁部の中核的産業・ 定住圏をめざす地区とされ,そ のために首

都圏中央連絡道路の軸状開発の推進が図られている。

以上のような背景をもとに,工業団地造成の促進はその一環 として挙げられ,岩井幸田地区に

工業団地造成事業が計画された。

工事に先立ち,平成 2年 10月 30日 に茨城県は,茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵文

化財包蔵地の有無について照会した。これに対 し,茨城県教育委員会 は,平成 3年 9月 3日 に現

地踏査を,平成 3年 9月 10日 ～12日 にかけて試掘調査を実施 し,工事予定地内に姥ケ谷津遺跡,南

開遺跡の存在を確認 した。茨城県教育委員会は,文化財保護の立場から埋蔵文化財の取 り扱いに

ついて協議を重ねた結果,現状保存が困難であるとし,記録保存の措置を講ずることとなり,平

成 4年 1月 28日 に調査機関 として茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県と埋蔵

文化財発掘調査に関する業務委託契約を締結し,平成 4年 4月 1日 から,姥ケ谷津遺跡,南開遺

跡の調査を実施することとなった。

第 2節 調査方法

1 地区設定

姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の発掘調査を実

施するに当たり,遺跡及び遺構の位置を明

確にするため調査区を設定 した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第IX

系,X軸 (南北)・ Y軸 (東西)を基準点

として,40m方眼を設定し, この40m四 方

の区画を大調査区 (大 グリッド)と した。

さらに, この大調査区を東西,南北に各々 第 1図 調査区呼称方法概念図
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十等分して, 4m四 方の小調査区 (小 グリッド)を設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用いて表記した。まず,大調査区の名称は,北

から南へ「A」 。「B」 ・・・,西から東へ「 1」 。「 2」 ・・・ とし,そ の組み合わせで「Al

区」,「 B2区」・・・ のように呼称 した。さらに,大調査区を4m方眼に100分割した小調査区

をそれぞれ同様に,北から南へ「 aJ 。「 b」 ・・・「 j」 ,西から東へ「 1」 。「 2」 ・・・

「9」 。「 0」 と小文字を付した。各小調査区の名称は,大調査区の名称と合わせて,「 Alal」

区 。「 B2b2」 区のように呼称した。

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術公社に委託して実施 した。

両遺跡における基準点の座標は,次のとおりである。

(D 姥ケ谷津遺跡 (C3al)X軸 (南北)+5,800m,Y軸 (東西)+8,280m

鬱)南 開 遺 跡 (B2al)X軸 (南北)+5,560m,Y軸 (東西)+7,560m

2 基本層序の検討

(D 姥ケ谷津遺跡

姥ケ谷津遺跡においては,調査区域の北部

A3jl区にテス トピットを設定 し,第 2図に示

すような土層の堆積状況を確認 した。

表土層の厚さは15～ 20cmで ある。第 1層 は

褐色の漸移層であり, ローム粒子を多量に含

み,厚さは38～48cmで ある。第 2層 は褐色の

ソフトローム層であり,厚さは90～100cmであ

る。第 3層 は,褐色のハー ドローム層であ

り,締まりも強 く,厚 さは40～50cmで ある。

第 4層 はにぶい褐色のローム層であるが,粘

性があり,締まりも強 く,厚さは15～ 20cmで

17.3 nl― ―

lS o

ある。第 5層 は明褐色のローム層であり,に  第 2図 姥ケ谷津遺隊土層柱状図

ぶい橙色の粘土粒子を多量に含み,粘性 も強 く,厚 さは20～30cmで ある。第 5層 は下位の粘土層ヘ

の漸移層である。第 6層 はにぶい橙色の粘土層であり,酸化鉄分の多い粒子を多量に含み,粘性

が強い。

姥ケ谷津遺跡の遺構 は,表上下20～30硼程の第 1層上面から確認されている。
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121 南開遺跡

南開遺跡においては,調査区域の東部 AliO区

にテス トピットを設定 し,第 3図 に示すような
188m――

土層の堆積状況を確認 した。

第 1層 は黒褐色の表上であり,厚 さは40～45

cmで ある。第 2層 は褐色のソフ トローム層であ

り,厚さは15～ 20cmで ある。第 3層 は暗褐色の

ローム層であり,黒色土粒子を多量に含み,厚

さは30～ 35cmである。第 4層 は帽色 を呈したハー

ドローム層であり,粘性があり,締まりも強 く,

厚さは55～60cmで ある。第 5層 は明褐色を呈 し

たハードローム層であり,上位の層と比べると
,

粘性・締 まりとも一段 と強い。

第 3図 南開遺Ltl土層柱状図

3 遺構確認

調査前の遺跡の状況は,姥ケ谷津遺跡,南開遺跡 とも山林である。南開遺跡においては,調査

区の北部に高さ2m程 の地ぶ くれがあり,古墳あるいは塚の存在が確認 された。姥ケ谷津遺跡に

おいては,表土から古墳時代の上師器片が採集されていることから,同時代を中心 とした遺構の

存在が予想された。そこで,調査区域全体にグリッドを設定し,調査面積の16分 の1,次いで 8分

の 1の割合で試掘調査を行った。その結果,調査区のほぼ全域に遺構の存在することが認められ

たので,調査担当者間で協議し,重機を導入して速やかに調査を進められるように図った。姥ケ

谷津遺跡からは,バ ックホーによる表土除去 と,作業員による遺構確認作業の結果,住居跡17軒 ,

土坑30基,溝 1条,塚 3基 を確認 した。

4 遺構調査

姥ケ谷津遺跡,南開遺跡における遺跡の調査 は,次 の方法で行つた。

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベル トを設定 し,四分割 して掘

り込む「四分割法」を基本 とし,地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。土坑の調査

は,長径方向で三分割 して掘 り込む「三分割法」で行った。塚の調査は,形状をあきらかにする

ため,25cmの 等高線で墳丘図を作成し, さらに構築状況を知るため4～ 8本の トレンチを入れて
,

調査を実施 した。

上層観察は,色相,含有物,混入物の種類や量,及び粘性,締まり具合等を観察し,分類の基

-3-



準 とした。色相の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を

使用した。

遺物の取 り上げについては,住居跡,溝,土坑,塚の各区名 と遺物番号,出上位置,レベル等

を記録 して収納 した。

遺構や遺物の平面実測は,水糸方眼地張 り測量・平板実測で行い,土層断面や遺構断面の実測

は,標高をもとに水平にセットした水糸を基準にして実測した。縮尺は20分の 1を基本 としたが
,

炉や部分的な微細図については10分の 1の縮尺で作成 した。

調査の過程は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況図

作成→遺構写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の1買で行 うことを基本 とした。図面や写

真に記録できない事項に関 しては,野帳及び調査記録カー ドに記録し, さらに遺構カー ドに整理

した。

第 3節 調査経過

姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の発掘調査は,平成 4年 10月 1日 から平成 5年 3月 31日 までの6か月に

わたって実施 された。以下,調査の経過について,月 ごとにその概要を記述する。

10月   発掘調査に必要な事務所や現場倉庫の設置,調査器材搬入及び作業員の雇用を行った。 6

日には発掘調査の円滑な推進 と作業の安全を願って,鍬入れ式を挙行 した。 7日 から姥ケ谷

津・南開遺跡の伐開を開始し,姥ケ谷津遺跡においては3か所,南開遺跡においては1か所

のマウンドを確認した。 9日 から姥ケ谷津遺跡のグリッド試掘及びマウンドの測量を開始し

た。16日 には南開遺跡のマウンドの測量を行った。30日 からは南開遺跡の トレンチ試掘 と,

人力による表土除去によって遺構確認作業を行ったが,確認された遺構は塚 1基であり,他

の遺構 は確認されなかった。

姥ケ谷津遺跡においては,グ リッド試掘の結果,調査区全域から遺構が確認されたため,

重機による表土除去を計画し, 9日 には姥ケ谷津遺跡の南部から,表土除去と併せて遺構確

認作業を開始した。その結果,竪穴住居跡17軒,土坑23基,溝 1条,塚 3基が確認された。

26日 から南開遺跡の塚の遺構調査を開始し,構築状況等を調査するためトレンチを入れた。

その結果,頂上部から内耳土器片が,南側裾部から土師質土器,陶器,古銭 (寛永通宝)が

出上 した。

7日 から姥ケ谷津遺跡の遺構調査を,調査区南部の第 1号住居跡から開始した。10日 には

並行 して行っていた南開遺跡の塚の調査を終了した。24日 から姥ケ谷津遺跡の塚の調査を調

査区南端部の第 3号塚から開始した。

11月

12月



1月  調査区南部の第12号住居跡 (古墳時代前期)か ら,舟形土製品や ミニチュア土器が出上し

た。調査区北部の第16号住居跡 (弥生時代後期)か ら,那珂川下流域における弥生時代後期

の髭釜式上器に類似 した広口重が出土した。

2月  住居跡の調査をほぼ終了し,塚・土坑・溝の調査に主力を向けた。

3月   6日 には現地説明会を開催 し,遺構 。遺物の一般公開を行った。 9日 には姥ケ谷津遺跡

南開遺跡の航空写真を撮影した。23日 までに姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の補足調査,埋め戻し

及び安全対策を実施 し,24日 には一切の現地調査を完了した。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節  地理的環境

姥ケ谷津遺跡,南開遺跡の 2遺跡は,茨城県岩井市大字幸田に所在 し,岩井市役所の東北東約

21d4に位置 している。

岩井市は,茨城県の南西端に位置し,市域 は南北にやや長 く,東西約12km,南北約16Fdd,面積は

91.46 kd2で ぁる。北は猿島町,東 は水海道市,西 は境町,南は利根川を挟んで千葉県野田市に接し

ている。当市は東京都心から451m,常 磐自動車道の谷和原 ICか ら約15分 という近距離にあり,市

の中心部を国道357号,県道古河岩井線,結城岩井線が通 り,県西 と県南地域,茨城県 と千葉県を

結ぶ交通の要衝である。さらに,市の北部を首都圏中央連絡自動車道 (圏央道)が横断する計画

もある。

岩井市域 は猿島台地の南東部に位置し,洪積台地 と利根川・ 飯沼川 。東仁連川によって形成さ

れた沖積低地から成 り立っている。猿島台地は北西から南東方向へ伸びており,標高15～20mで ,

利根川をはじめ支流の飯沼川 。東仁連川により開析された谷津が樹枝状 に入 り込み,非常に複雑

な地形を形成 している。

猿島台地の基部を構成する地層は,貝化石を含む成田層 (見和層)である。 この貝化石を含む

地層には小形有孔虫の化石 も入っており, この有孔虫を調べることにより,古鬼怒湾時代の気候

や植生などの古環境を復元することができる。さらに,成 田層の上に黄褐色砂や黄褐色粗砂を含

む龍ヶ崎砂礫層,そ の上に灰白色の粘土層である常総粘土層,そ して,表上の下を厚 く覆 う赤褐

色の関東ローム層 となっている。

姥ケ谷津遺跡は,東側に結城台地 との境 となる低地 (将門記に登場する「飯湖」)を望む,標

高約18mの猿島台地東側縁辺部に位置している。低地には,東・西仁連川と飯沼川が流れており,

水田として利用されている。低地の開発 は江戸時代以降であり,それ以前は幅 1～ 2血,長さ約

20航の湖沼であった。調査前の現況は,山林であり,水田 との比高は10mほ どである。

南開遺跡 は,姥ケ谷津遺跡の800m程西側に離れた,標高約18mの 同一台地上に位置している。

調査前の現況は山林である。
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第 2節 歴史的環境

猿島台地の南東部に位置する岩井市には,『茨城県遺跡地 図』によれば,多 くの遺跡が分布し

ている。しかし,現在までのところ,岩井市内の遺跡発掘調査例は少ない。昭和50年に岩井市教育

委員会が上出島古墳粋の発掘調査を行ったのが最初の例である。

1990年代には,岩井市史編さん事業に伴い市史編さん室の自然考古部会によって,拾ニゴゼ貝塚・

駒寄遺跳 (40〉 。高山古墳 〈9〉 などの調査が実施されている。ここでは,岩井市及びその周辺の

遺跡について,時代を追って概観することにする。

旧石器時代の遺跡としては,北前遺跡 (2〉 。篠山南遺跡 く23〉 があげられる。平成 3年に調査

された北前遺跡では,調査区内から安山岩・買岩製のスクレイパー及び多量の剣片が出上してい

る。また,菅生沼の東側台地上に位置する水海道市篠山南遺跡では頁岩製のスクレイパーが採集

されている。

縄文時代の遺跡 は,市内 とその周辺に多 く分布するようになる。飯沼川から菅生沼及び鬼怒川

流域は,台地上に貝塚が数多 く見 られ,貝塚の形成 と海進・海退による汀線の変動の研究には重

要な地域である。水海道市北部に位置する縄文時代早期の花島貝塚 (貝柄山貝塚)か らは,条痕文

系の上器片及び石器類が出土している。前期の遺跡は,岩井市内では高崎貝塚 〈5〉 と北前遺跡

などがある。北前遺跡は,平成 2・ 3年に茨城県教育財団によって調査された遺跡で,黒浜式期

の住居跡 4軒が地点貝塚とともに調査されている。中期から後期にかけての遺跡は,矢作貝塚 〈6〉

・ 法師貝塚・宝光院貝塚 〈16〉 などがある。これらの遺跡からは,加曽利 E式期から加曽利 B式期

にかけての上器片が採集されているが,現在は涯減した遺跡 も多い。後期の遺跡は南境木遺跡 (20〉

・ 内守谷本郷遺跡 〈29〉 。東浦遺跡 〈17〉・ 原口遺跡 〈1〉 などがある。南境木遺跡からは堀之内

式期の上器片が採集されている。 また,原口遺跡は平成 2年に茨城県教育財団によって発掘調査

が実施され,堀之内式 。加曾利 B式期の住居跡11軒にともなって多量の遺物が出土している。後期

から晩期の遺跡は,内守谷館の台遺跡 (30〉・捨ニゴゼ貝塚などがある。拾ニゴゼ貝塚からは,晩

期安行Ⅲ式期の上器 も出上 している。

弥生時代の遺跡は,大崎遺跡 (3〉 。本郷南志辺遺跡 (27〉・貝置諭婚遺跡 (21〉 などが確認さ

れているが,当市 も含め,周辺の市町村での調査例 は少な く不明な部分が多い。今回調査を実施

した姥ケ谷津遺跡 〈44〉 からは,弥生時代後期の那珂川下流域を中心に分布する髭釜式に類似した

土器を伴った住居跡が 1軒確認されている。

古墳時代の遺跡は数多 く確認されている。縄文時代 と複合する北前遺跡では,前期末のものと

考えられる中実柱状の脚部をもった高不等が出上し,古墳時代前 。中期の住居跡33軒が確認されて

おり,姥ケ谷津遺跡の該期の集落 との関連性が注目される。また,水海道市奥山A遺跡 (32〉 では
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前期の住居跡 3軒が調査されている。中期の遺跡としては,水海道市大並遺跡 〈24〉 。西原遺跡 〈34〉

。大生郷遺跡 (39〉 などが調査されている。特に,昭和50年から昭和52年にかけて調査された,縄

文時代から奈良 。平安時代の複合遺跡である大生郷遺跡からは,中期の住居跡12軒,土坑 1基が確

認され,土師器や石製模造品が出土 している。また,当遺跡の北側約 2 kmに は,平成 2年に調査

が行われた駒寄遺跡が所在 してお り,確認された 2軒の住居跡か らは増や高不等の上師器が出土

している。

飯沼水系の古墳 としては,駒寄塚古墳 〈41〉 がある。墳丘が失われ,地表に箱式石棺が露出して

おり,かつて人骨が出上したという。その南 l lan程のところから入る馬立谷津 と呼ばれる小支谷

に面し,馬立中の台古墳群,馬立古墳群 〈42〉 ,浅間塚古墳群 く43〉 などがある。いずれも現在で

は墳丘はほとんど消滅 している。馬立中の台古墳群 は,粘土を使用した主体部 らしいものが 2基

みられたほか,土器が出上 したという。馬立古墳群 は,か つて 9基あったと記録されており,武

人埴輪が出上したとされている。浅間塚古墳群は,昭和37年に岩井市の行った分布調査時には径17m

の円墳があり,円筒埴輪,土師器の破片がみられたという。

茨城県立岩井西高等学校建設に伴い,発掘調査をした上出島古墳群では, 3基の古墳のうち,

第 2号墳は全長56mの前方後円墳であり,そ の後円部墳頂 と墳丘の裾部から壺形埴輪の配列がみら

れる。さらに,後円部に設 けられた粘土榔からは,滑石製勾玉・ 管玉・鉄剣 。鉄鏃 。鉄斧 。鉄針

が出土してお り,出土遺物から築造年代 は5世紀の前半頃に比定 されている。高山古墳は,岩井

市を代表する円墳であるが,明治45年に土取 りにより破壊されてしまった。その時出上した直刀・

金環などは東京国立博物館に収蔵されている。平成 2年,筑波大学により再調査されたが遺存状

況が悪 く,墳形・規模を確認することができなかった。主体部は,雲母片岩 (筑波石)を使用し

た横穴式石室である。高山古墳の南には辺田古墳群 〈7〉・矢作古墳群 〈8〉 などが所在する。菅

生沼の東側台地上に所在する大塚戸篠山古墳群 〈38〉 では, 9基の古墳が現存している。その中で,

平成 2年に水海道市教育委員会によって調査された 5号墳は,周溝を持つ墳丘径15mの 円墳で出土

した土器から7世紀中頃に比定されている。下神田山古墳群 〈12〉 には,径約20mの坊地塚古墳 (円

墳)や前方後円墳が数基残っている。

律令制以後,岩井市は下総国相馬郡に属した。承平 5年 (935)に始まった平将門の乱では岩井

市が表舞台 となっている。中世の城館跡としては,大塚戸城跡 (18〉 ,菅生城跡 (19〉 があり菅生

城には,そ の城にまつわる民話が今に伝 えられている。江戸時代に入ると,飯沼を中心に新田開

発が積極的に行われていった。

※遺跡名の次の く 〉内の数字は,表 1・ 第 1図の該当遺跡番号 と同じである。
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表 1 姥ケ谷津・ 南開遺 Ltl周 辺遺 LTI― 覧表

番号 名  称

時 代

番号 名  称

時 代

旧石器 縄 文 弥生 古墳 奈以降 旧石器 緻 弥生 古墳 奈以降

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13.

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

原 口 遺 跡

北 前 遺 跡

大 崎 遺 跡

高崎台地遺跡

高 崎 貝 琢

矢 作 貝 塚

辺 田 古 墳 群

矢 作 古 墳 群

高 山 古 墳

上神田山古墳群

榊 山 古 墳 群

下神田山古墳群

浅間塚古墳群

香取神社脇只塚

稲 荷 塚 古 墳

宝 光 院 貝 塚

東 浦 遺 跡

大 塚 戸 城 跡

菅 生 城 跡

南 境 木 遺 跡

見置前沼遺跡

向 山 遺 跡

篠 山 南 遺 跡

○

○

○

　

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

O

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

大 並 遺 弥

上 野 古 墳

上 野 A遺 跡

本郷南志辺遺跡

向 地 遺 跡

内守谷本郷遺跡

内守谷館の台遺跡

内守谷向地遺跡

奥 山 A遺 跡

奥 山 C遺 跡

西 原 遺 跡

坂手日之王神遺跡

坂手萱場貝塚

奥山下根遺跡

大塚戸篠山古墳群

大 生 郷 遺 跡

駒 寄 遺 跡

駒 寄 塚 古 墳

馬 立 古 墳 群

浅間塚吉墳群

姥ケ谷津遺跡

南 開 遺 跡

○

当

　

当

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

跡
　
跡

宣

　

貴

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

O

○

○

○

○

○

○

○
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第 3章 遺構・遺物の記載方法

匡亜∃炉 屋璽垂目焼土

●土器    ○土製品

(3)遺構番号

□石器・石製品 △金属製品

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別ごと,調査順に付 したが,整理の段

階で遺構でないと判断したものは欠番 とした。

(4)土層の分類

土層観察における色相については,実測図中に記載 した。撹乱層については「 K」 と表記

した。

(5)遺構実測図の作成方法 と掲載方法

上端    土坑
下端     _

第 1節 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構及び遺物の記載方法 は,以下のとおりである。

(1)使用記号

離

名称 住居跡 土坑 溝 ピット 塚

記号 SI SK SD P, TM

121 遺構及び遺物の実測図中の表示

勲

土器 土製品 石器 古銭

P DP Q M

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

溝
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一

① 住居跡・土坑は,縮尺20分の1の原図を縮尺60分の1に した。

② 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合に限

り,一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

③ 本文中の記載について

○ 「位置」は,遺構の占める割合が最も大きい小調査区名をもって表示した。
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○  「重複関係」は,他の遺構 との切 り合い関係を記 した。

O 「平面形」は,現存 している形状の上端部で判断し,方形 。長方形,円形・楕円形の場

合は下記の分類基準を設け,そ のいずれかを明記した。

方形 (短軸 :長軸=1:11未 満のもの)長方形 (短軸 :長軸 =1:1.1以 上のもの)

円形 (短径 :長径=1:1.1未 満のもの)楕 円形 (短径 :長径 =1:1,1以 上のもの)

また,形の整わないものは,不整○○形 と表示した。

○  「規模Jは ,平面形の上端部の計測値であり,長軸 (径),短 軸 (径 )を m単位で表記

した。 ( )を付したものは現存値,[ ]は 推定値である。

○  「方向」は,炉を通る線 を主軸 とし,そ の主軸が座標北からみて, どの方向にどれだけ

振れているかを角度で表示 した (主軸方向)。

(N-lo° 一E,N-10° 一W)[ ]を 付 したものは推定である。

○  「壁」は,床面からの立ち上が り角度が81°～90° を垂直,65° ～ 80° を外傾,65° 未満を緩

斜, さらに90° 以上を内傾 とした。壁高は,残存壁高の計測値であり,cm単位で表記 した。

①  「壁溝」は,そ の形状や規模を記述した。規模は床面からの計測値 とした。

○  「床」は,凹凸,平坦等の様子を示し,床質等について述べた。

○  「ピット」は,そ の住居跡に伴 うと考えられる総数を表示し,主柱穴・入口施設 ピット

数を表 し, Pl・ P2は ピツト番号を表 し,さ らに, ピットの直径 と深さを記述 した。

○  「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」 と記

した。

○  「遺物」は,主 な遺物の種類や出上位置,出土状態を記述した。

①  「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。

(6)遺物実測図の作成方法 と掲載方法

① 土器の実測は,四分割法を用い,中心線の左側に外面,右側に内面及び断面を表した。

② 実測図中の表示方法

酪韓轟瑠赤彩 悽量髯きま量髯彗 牙由 睡露露圏繊維土器

③ 土器の拓影図は,右側に断面を表し,表・裏2面を掲載したものは,断面を挟んで左側に

外面,右側に内面を掲載した。

④ 遺物は原則として3分の1の縮尺にした。
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トーーーーA―

卜c‐I

卜 D引

―

A一
トー…A―  トーー A一引

⑤  卜 幅 J詢  卜 鞠

卜~~二

じt滉 ,:曇 ξ

⑤ 各部位の名称と計測値表現

卜 A―

T
B

I

第 2節 表の見方について

ト ー A― 引 卜 A―引

卜 C引

卜 A―引

〈住居跡一覧表〉

跡

号

居住

番
位置

主(周 軸

方   向
平面形

規  模
撃
＜ｃｍ，

叢面

内 部 施 設
炉 覆土 出 土 遺 物 備  考

長軸×短軸(m) 壁溝 主柱穴 帥 ピット入 口

○

○

○

○

炉が確認されている住居跡は「炉」の数を記 した。

出土遺物 は,実測個体数を除いた遺物の種類 と出土土器片の数を記 した。

備考は,重複関係や特徴等を記 した。

その他の項目については,本文中の記載方法に準 じた。

〈土坑一覧表〉

番号
位置 長径方向 平 面 形

規 模

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備   考
版

号

図

番長径×短径 (m) 深さ (cln)
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○

○

深さは,遺構確認面から坑底の最も深い部分 までの計測値 (clm)で表 した。

壁面は,坑底からの立ち上が りの状態を下記の基準で分類し表示した。

81° ～ 90° の傾 きは垂直,65° ～ 80° の傾 きは外傾,65° 未満の傾 きは緩斜 とした。

底面は,下記のように分類 し表示した。

平坦,皿状,凹凸

その他の項目については,住居跡の記載方法に準 じた。

○

○

〈土器観察表〉

① 縄文式上器・弥生式上器

器 形 の 特 徴 及 び 文 様

②土師器・陶器

手 法 の 特 徴器 形 の 特 徴

○ 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

○ 計測値 は,A一 日径,B…器高,C…底径,( )は 現存値,[ ]は 復元推定値を表

す。

○ 器形の特徴は,底部,体部等の各部位について記 した。

○ 胎土,色調,焼成の順で述べ,色調は『新版標準土色帖』を使用した。焼成については

「良好」,「普通」,「不良」に分類 し,硬 く焼 き締 まっているものは良好,焼 きがあま

く器面が剣離 しやすいものは不良 とし,そ の中間のものを普通 とした。

○ 備考は,残存率,実測 (P)番号等を記した。

〈土製品一覧表〉

図版番号 器   種
計 測 値 (clm) 子し 径

(H lll)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚



○ 図版番号は,実測図中の番号である。

○ 重量の欄で,( )を 付 した数値は
,

写真図版の番号にも用いた。

一部を欠損 しているものの現存値である。

〈石器・石製品一覧表〉

図版番号 器   種

計 韻J 値

石  質 出 土 地 点 備 考
長さ (ω 幅 (cm) 厚さ (an) 重量 (g)

○ 図版番号は,実測図中の番号である。

○ 重量の欄で,( )を 付 した数値 は,

写真図版の番号にも用いた。

一部を欠損 しているものの現存値である。

〈金属製品一覧表〉

図版番号 器   種
計 測 値

出 土 地 点 備 考
長さ (cml 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

○ 図版番号は,実測図中の番号である。

○ 重量の欄で,( )を 付 した数値は
,

写真図版の番号にも用いた。

一部を欠損 しているものの現存値である。

〈古銭一覧表〉

初鋳年 (西暦 )

○ 備考の欄 は,出上位置,実測 (M)番号,そ の他必要 と思われる事項を記 した。
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第 4章 姥 ケ 谷 津 遺 跡

第 1節 遺跡の概要

姥ケ谷津遺跡は,岩井市の北東部,飯沼川流域の沖積低地から南西に延びる谷津の北西側,標

高18m程の舌状台地縁辺部に立地する,弥生時代後期から古墳時代中期及び近世の複合遺跡である。

調査前の現況は山林で,今回の調査区域 は,南北に約180m,東西に約60m,面積 11,477.59ぜで

ある。

今回の調査によって確認された遺構は,弥生時代後期から古墳時代中期の竪穴住居跡17軒,土坑

23基,溝 1条 ,及び近世の塚 3基である。

弥生時代後期の竪穴住居跡は,調査区北東部から1軒確認されており,平面形は隅丸長方形で

ある。

古墳時代の竪穴住居跡は,16軒確認されており,12軒が古墳時代前期に, 4軒が古墳時代中期に

比定される。古墳時代前期の竪穴住居跡 は,主 に主軸方向が北西をむき,平面形は方形 もしくは

長方形である。規模 は一辺 3mほ どの小形のものから, 5～ 6mの ものまで確認されている。こ

の時期の住居跡は,焼失家屋が多 く,床面から焼土や柱・ 屋根材の炭化物が出上している。古墳

時代中期の竪穴住居跡 も,主軸方向は主に北西をむき,平面形は方形 もしくは長方形である。規

模 は大 きくなり,一辺が 9mを超える大形の住居跡が確認 されている。

遺物は遺物収納コンテナ (60× 40× 20cm)に 20箱程出上している。弥生時代の遺物は,後期の那

珂川下流域の髭釜式に類似 した広口壺や土製品の紡錘草等が,住居跡の覆土及び床面から出土し

ている。古墳時代の遺物は,前期の住居跡からは,土師器の台付甕,壷 ,鉢,器台や,そ の他 ,

舟形土製品,上玉,炉床か ら粘土焼成板 (円盤型の上製品), ミニチュア土器,手捏土器等が出

上している。中期の住居跡からは,土師器の不,娩 ,高不,甕,甑等が出上 している。

-17-



X5760.0
Y8240.0

第 5図 姥ケ谷津遺跡地形図
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第 2節 遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

当遺跡からは,17軒の竪穴住居跡 (弥生時代後期 1軒,古墳時代前期12軒,古墳時代中期 4軒 )

が確認されている。弥生時代後期の住居跡は,台地の先端部 (調査区北部)に ,古墳時代の住居

跡は,台地の中央部 (調査区南部)に集中してみられる。 これらの住居跡は,木根等による多少

の撹乱があるものの,重複がなく遺構の遺存状態 も比較的良好である。以下,確認 された住居跡

の特徴や主な出土遺物について記載する。

第 1号住居跡 (第 7・ 8図 )

位置 E2il区

規模 と平面形 長軸 4.80m。 短軸 4.67mの 方形。

主軸方向 N-46° 一W

壁 壁高は,63～ 73cmで ほぼ垂直に立ち上がっている。壁に沿って,上幅10～ 15cm,深さ3～ 5 cm

で,U字状に掘 り込まれた溝が全周している。

床 平坦で,全体に踏み固められているが,出入口付近は特に堅緻である。

ピッ ト 1か所。 Plは長径52cm,短径50cmの 円形で,深さは48clnである。南東壁寄 りの貯蔵穴脇

に位置してお り,出入口施設に伴 うピットと考えられる。

炉 主軸線の中央部からやや北側に付設されている。長径80cm,短径76cmの円形で,床 を5 cm程掘

り窪めた地床炉である。覆土は1層で,焼土粒子を多量に含む暗赤褐色土である。

貯蔵穴 東コーナー寄 りに付設されている。規模は長径72cm,短径50cmの長方形で,深 さは40cmで

ある。底面は平坦で,壁 は外傾して立ち上がっている。覆土は2層 からなり, 1層 は焼土小 。中・

大ブロックを多量に含む暗赤褐色土, 2層 はローム粒子を多量に含む暗褐色上である。

覆± 9層からなる。 1～ 3層 はローム粒子・焼土粒子を少量含む黒褐色土または黒色上である。

4層 はローム小ブロックを少量含む暗褐色土で,土師器片は4層から多 く出上 している。 5層 は

多量の焼土ブロックを多量に含む赤褐色上である。 6～ 9層 はローム粒子,焼土粒子を少量含む

暗褐色土である。

遺物 第 9図 4の台付甕はPI周辺の覆土中層から, 5の台付甕はPl北側の覆土下層から,第 10図

12の ミニチュア土器は南東壁中央部の覆土中層から,そ れぞれ散在 して出上している。 9の奏は東

コーナーの覆上下層から,ほ ぼ正位の状態で出上している。炉床からは13の焼成粘土板上に3の台

付甕が置かれた状態で出土 している。また,床面から多量の炭化材が確認されている。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡で,炭化材等の出土状況から焼失家屋 と考

えられる。
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A18.4m

第 8図 第 1号住居Ltt遺物出土位置図

0               2m

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第9図

1

壷

土 師器

(201)

(48)

Ａ

Ｂ

日縁部は頸部から外反して立ち

上がる。複合口縁。

口縁部外面網目状撚糸文。頸部

内・ 外面ヘラミガキ。日縁部外

面網目状撚糸文帝を除き赤彩。

砂粒，絶
範

スコリア Pl   10%
東コーナー

覆上下層

2

土 師 器

12 5

(68)

Ａ

Ｂ

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。

口縁部縦位のハケロ整形後ナデ。砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P4   20%
中央部

覆土中層

3 台付 奏

上 師 器

(14_6)

79
41

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部はラッパ状に開く。体部は

内彎して立ち上がる。

台部外面縦位のハケロ整形。体

部外面斜位のハケロ整形,内面

劉離。

砂粒

明赤掲色

普通

％

Ｐ３
隊

4 台 付 甕

土 師器

B (93) 台部は「ハJの字状に開く。体

部は内彎気味に立ち上がる。

台部外面縦位のハケロ整形。体

部外面斜位のハケロ整形。

砂粒,ス コリア

浅黄橙色

普通

P2   30%
PI周辺

覆上下層
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第 9図  第 1号住居跡出土遺物実測図(1)
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第10図  第 1号住居麟 出土遣物実測図(2)

-25-



図版番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第9図

5

台 付 甕

土 師器

98
52

Ｄ

Ｅ

台郡片。台部は「ハ」の字状に

開く。

台部外面縦位のハケロ整形,内
面ナデ。内面赤彩。

砂粒

にぶい橙色

普通

P5   10%
PI北 側

覆上下層

甕

土 師器

22 7

(24.4)

Ａ

Ｂ

体部は球状で上位に最大径をも

つ。頸部は「 く」の字状で, 日

縁部は外傾して立ち上がる。

体部外面ハケロ整形。日縁部内・

外面ハケロ整形後ナデ。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P6   80%
出入口覆土中層

外面煤付着

7 甕

土 師器

A 197
B (128)

体部下半欠損∫頸部は「 く」の

字状で,口 縁部は外傾して立ち

上がる。

体部外面ハケロ整形,内面ヘラ

ケズリ。口縁部内・ 外面ハケロ

整形。

砂紘 スコリア

にぶい黄橙色

普通

P7   30%
出入日北側

覆土中層

(台 付甕)

土 師器

A 14.1
B (9.2)

体部下半欠損。頸部は「 く」の

字状で,日縁部は外傾して立ち

上がる。折り返し日縁。

体部外面ハケロ整形,内面ヘラ

ケズリ。日縁部外面ナデ,内面
ハケロ整形。 蜘蜘魏

P8   50%
東コーナー床面

外面下半部煤付着

甕

土師器

(10.0)

73

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上が

る。

体部外面ハケロ整形,内面制

離。
嚇
髄
魏

P9   50%
東コーナー覆上下層
二次焼成

第 奏

土師 器

(18.4)

(5.4)

Ａ

Ｂ

口縁部片。顕部は「 く」の字状

で口縁部 は外反して立ち上が

る。

体部外面ハケロ整形。日縁部内

面ナ九

砂粒

にぶい橙色

普通

P10  15%
出入口部北東

覆土上層

11 器  台

上 師器

〔150〕

(4.0)

Ａ

Ｂ

器受部片。器受部は外反し,日
縁部はつまみあげられている。

頸部に孔が穿たれている。

器受部外面縦位のヘラミガキ,

内面横位のヘラミガキ。内・外

面赤彩。

スコリア帆
髄
範

P ll  10%
南西壁中央部

覆上下層

ミニチュア

上  器

土 師 器

6.7

4_6

〔2_8〕

Ａ

Ｂ

Ｃ

娩形。平底。体部は内彎して立

ち上がる。頸部はわずかにくび

れ,日縁部は短く外反する。

体部内・外面縦位のヘラミガ

キ。口縁部内・外面ナデ。

スコリア砂粒，随
範

P12  80%
南西壁中央部

覆土下層

図版番号 器 種

計 測 値 (cln) 孔 径

(Iull)

量

，

重

く

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 10図 13 焼成粘土板 (1223) 炉 床 DPl

土 玉 覆土中 DP2

図版番号 器 種
計 値

石  質 出 土 地 点 備 考
長さ (cln) 幅 (cm) 厚さ (cln) 重量 (g)

第 10図 15 砥 石 軽  石 西コーナー覆上下層 Ql

砥 石 軽  石 西コーナー覆上下層 Q2

暦 石 蛇 紋 岩 炉南側覆上下層 Q3

第 2号住居跡 (第 11・ 12図 )

位置 F2c5区

規模 と平面形 長軸 6.20m・ 短軸 6.15mの 方形。

主軸方向 N-51°一W

壁 壁高は19～21cmで ,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁に沿って,上幅10～ 15cm,深さ3～ 5 cm

で,U字状に掘 り込まれた溝が全周している。
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D              2m

第11図  第 2号住居LII実 測 。遺物出上位置図
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L18.Om

o               2m

G_立 8m         一

0                1m

第12図  第 2号住居RII貯 蔵穴 。炉実測図

床 平坦で,全体に踏み固められている。

ピット 5か所。 Pl～ P4は長径 7～32cm,短径15～28cmの 円形で,深 さは40～80cmで ある。規模

や配列から主柱穴 と考えられる。 P5は長径18cm,短径17cmの 円形で,深さは53cmで ある。南東壁

際のほぼ中央部に位置してお り,出入口施設に伴うピットと考えられる。

炉 主軸線上北西壁寄 りに付設されている。長径70cm,短径65clnの 円形で,床 を6 cm程皿状に掘 り

窪めた地床炉である。覆土 は2層からなり, 1層 は焼土粒子・焼土小ブロックを多量に含む暗赤

褐色土, 2層 は焼土粒子・焼土小ブロックを少量含む暗褐色上である。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。規模は長径70cm,短径60cmの 長方形で,深さは64clnで ある。

底面は平坦で,壁は外傾して立ち上がっている。覆土は3層からなり, 1・ 2層 はローム小ブロ

ックを多量に含む暗褐色土, 3層 はローム粒子を少量含む暗褐色上である。

覆± 3層からなる。 1層が堆積割合の大半を占める。 1・ 2層 はローム粒子,焼土粒子を少量

含む黒褐色土 または暗褐色土, 3層 はローム粒子を多量に含む褐色上である。

遺物 遺物は床面から少量出上している。第13図 1の不 は北コーナーの床面から正位の状態で,西

コーナーの床面からは6の甕の破片の間に, 5の 高郷の脚部が直立した状態で,それぞれ出上し

ている。貯蔵穴の覆上下層からは2の高不の不部が正位の状態で出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代中期の住居跡 と考えられる。

第 2号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第13図

1

不

土 師 器

A  14.7

B  47
C  40

平底。体部は内彎気味に立ち上

がり,口縁部は直立する。

体部外面横位のヘラケズリ,内
面割離。口縁部内。外面ナデ。

石

砂粒，長純範

P13  80%
北コーナー床面

体部外面砥酒転用

高  不

土 師 器

16.8

(61)

Ａ

Ｂ

不部片。不部は下位に稜をもち

内彎気味に立ち上がる。

体部外面横位のヘラケズリ

ロ縁部内。外面ナデ。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

P14 50%
貯蔵穴内

覆上下層
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くてここIIZ三 十

7

0              10cm

第13図 第 2号住居跡出土遣物実測図

図版番号 器 種 計測値飾 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 脱・綿・触 備 考

第 13

3

高  不

土 師 器

A 151
B (53)

不郡片。邦部は下位に稜をもち

外傾して立ち上がる。

体部外面横位のヘラケズリ。

回縁部内・外面ナデ。

長石,ス コリア

橙色

普通

P15  30%
南・北部

覆上下層

4 高  不

土 師器

A 〔16.2〕

B (3.4)
不部片。体部は内彎気味に立ち

上がる。

体部外面積位のヘラケズリ後ナ

フ・ 。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

P16  5%
貯蔵穴北東部

覆土上層

5 高  イ

土 師器

D 13.0
E (6.5)

不都欠損。脚部は円筒状で,裾
部はほぼ水平に広がる。裾部に

ゆがみ有り。

裾部外面縦位のヘラケズリ。脚

部外面縦位のヘラケズリ。
石
髄
通

長

赤

普

P17  50%
西コーナー

床面

6 奏

上 師器

B (148)
C 〔69〕

突出した平底。体部は内彎気味

|こ 立ち上がる。

体部外面横位のヘラケズリ。

色
賄
瀧
範

P18  30%
西コーナー

床面

7 甕

土 師器

B (2.8)
C  6.5

底部片。突出した平底。 底部外面ナデ。 長石

にぶい橙色

普通

P19  10%
北東壁中央部

覆土中層
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第 3号住居Lj(第 14。 15図 )

位置 E2jO区

規模と平面形 南東部半分が調査区外に延びているため,

形ないし長方形 と思われる。

主軸方向 N-48° 一W

A

D

A18.Om

D18.4m

長軸が不明であるが,短軸 5.50mの方

0               2m

ё

Ｅ
Ｏ
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ｒ
劇
判

01式
Ｅ
守
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ｉ〓〓
―

判

第 3号住居
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一
　

　

脚

・ 遺物出上位置図第14図
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壁 壁高は,53～64clnで ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,全体に踏み固められている。

ビッ ト 確認されなかった。              生

炉 主軸線上の北西寄 りに付設されている。長径106cm。

短径90c14の 不整楕円形で,床 を10cm程掘 り窪めた地床炉で

ある。覆土は1層で,焼土粒子を多量,焼上小ブロックを

少量含むにぶい赤褐色上である。

貯蔵穴 確認されなかった。

覆± 6層からなる。 1～ 4層 はローム粒子・焼土粒子を

少量含む黒褐色 または暗褐色土, 5層 はローム小プロック

を含む褐色土, 6層 はローム粒子を含む暗褐色上である。 第15図

Al.4m

0               1m

第 3号住居跡炉実測図

土師器片は主に5層から出上 している。

遺物 第16図 1の壷は炉南東側の覆土中層から, 3の器台は北コーナー覆上下層から,それぞれ出

上 している。炉床からは土師器の奏の破片が出上している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第16図  第 3号住居跡出土遺物実測図

つ
Ｏ
　
　
ｍ

第 3号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第16

1

壷

土 師器

B (5.8) 体部上半部片。 体部外面積ナデ,内面ハケロ整

形。頸部外面縦位のヘラミガキ。
長石，髄
魏

スコリア P21 10%
炉南東側

覆土中層

2 甕

土 師器

Ｂ

Ｃ

(6.2)

〔7.0〕

底部片。平底。体部は内彎気味

に立ち上がる。

体部外面縦位のヘラミガキ,内
面横ナデ。

長石

にぶい橙色

普通

P22  10%
北部

覆土下層

3 器  台

土 師器

E (42) 脚部片。脚部はラッパ状に開く

脚部に3孔が2段に穿たれる。

脚都外面ヘラミガキ。

外面赤彩。

長石,ス コリア

絶

普通

P20   30%
北コーナー

覆上下層
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第 4号住居跡 (第 17図 )

位置 E2i3区

規模 と平面形 長軸 3.25m・ 短軸 3.20mの 方形。

主軸方向 N-28° 一W

壁 壁高は,25～ 35c14で ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で,全体に踏み固められている。特に,床の周囲が堅緻である。南西壁中央部から床中

央部に向かって延びる溝が確認されている。長さ77cm,上幅 7～13cm,深さ5～ 7 cmで,V字状に

掘 り込まれており,間仕切 り溝 と考えられる。

||

A18.2m

o               2m

01

第17図 第 4号住居跡実測図

ピット 1か所。 Plは径28cm

の円形で,深 さは8 cm程であ

る。南束壁寄りのほぼ中央部に

位置しており,出入口施設に伴

うピットと考えられる。

炉 主軸線上の北西寄 りに付設

されている。長径54cm,短径47

④
‐⑭

0           10Cm

第18図 第 4号住居跡出土遺物実測図
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C14の 楕円形で,床 をわずかに掘 り窪めた地床炉である。炉床 は火熱を受けた痕跡の確認はできる

が,赤変硬化の程度は弱い。

貯蔵穴 確認されなかった。

覆± 3層からなる。 1・ 2層 はローム粒子を少量含む黒褐色または暗褐色土, 3層 はローム粒

子を多量に含む褐色上である。土師器片は主に 2層か ら出土 している。

遺物 第18図 1の鉢は北西壁際の西コーナー寄 りの覆上下層から,正位の状態で出土している。 2

の上玉は南西壁ほぼ中央部の覆土下層から出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第 5号住居跡 (第 19図 )

位置 E2cl区

規模 と平面形 長軸 3.70m・ 短軸 3.50mの 方形。

主軸方向 N-28° 一W

壁 壁高は, 8～ 12clnで ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦であるが,床の中央部は柔 らか く,北東側半分は壁際まで踏み固められている。壁から

10～60cm離 れて,幅25～ 70cln,深 さ10～20cmの溝状の掘 り方が巡っている。

ビッ ト 1か所。 Plは ,長径36cm,短径22clnの 楕円形で,深 さは10cmで ある。南東壁寄 りに位置

してお り,出入口施設に伴 うピットと考えられる。

炉 主軸線上の北西寄 りに付設されている。長径56cln,短径35claの 楕円形で,床を 2 cln程皿状に掘

り窪めた地床炉である。覆土は1層で,焼土粒子を多量,焼土小ブロックを少量含むにぶい赤褐

色上である。

貯蔵穴 確認されなかった。

覆± 5層からなる。 1層 は口▼ム粒子を極少量含む黒褐色土, 2・ 3層 は焼土粒子,炭化物を

含む暗褐色土, 4層 は焼土粒子を含む暗赤褐色土, 5層 はローム粒子を少量含む暗褐色上である。
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第 4号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

第 18

1

鉢

土 師器

18 8

70
3.1

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は半球状で,中位に

稜を持ち, 日縁部は大きく内彎

気味に立ち上がる。

体部内・外面ヘラミガキ。内・

外面赤彩。

スコリア

絶

普通

P23  90%
】願撃の西コサ‐寄り

覆上下層

図版番号 器   種
計 測 値 (cln) 孔 径

(mm)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第18図 2 土 玉 22.8 南西壁中央部覆上下鷹 DP3



土師器片は主に2層から出土している。

遺物 第20図 1の不はPl西側の覆土上層から散在 して, 2の 器台は北コーナー覆土上層から正位

の状態で出上 している。また,中央部や北コーナーの床面から炭化材が,壁際の床面から多量の

焼上が確認されている。

。|  口
l wl

A18.3m                        
―一

o             2m

第19図 第 5号住居跡実測図

所見 本跡は,出土遺物等

から古墳時代前期の住居跡

で,炭化材や焼上の出土状

況から焼失家屋 と考えられ

る。

0             10Cm

―
脇
Ｎ
田
旧
円
問
剛
―――
朋
Ｍ
旧
口
ｆ

③
ふ
哩

IA∧  i

第20図 第 5号住居Ltl出土遺物実測図
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第 5号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調,焼成 備   考

第20図

1

不

上 師 器

A 14.0
B  47
C  4.5

平底。体部は内彎しながら立ち

上がる。

底部ヘラケズリ。体部内・外面

ヘラミガキ。口縁部内・外面横

ナデ。

礫曲
髄
駆

P24   90%
Pl西側

覆土上層

2 器  台

土 師器

〔42〕

5.5

71
3.9

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部はラッパ状に開く。器受部

は外慣して立ち上がる。

脚部外面縦位のハケロ整形,内
面横位のハケ面整形。器受部外

面輪積み痕,指頭痕有り。

スコリア

にぶい橙色

普通

P25   90%
ヨヒコーナー

覆土上層

器  台

上 師 器

(7_5〕

(5,3)

(31)

Ａ

Ｂ

Ｅ

裾部欠損。脚部はラッパ状に開

く。器受部は外傾して立ち上が

る。脚部に3孔,器受部中央に

貫通孔が穿たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ。

器受部内面縦位のヘラミガキ,

外面ナデ。

長石

にぶい褐色

普通

P26   40%
炉南部

覆土上層

図版番号 器   種
計 測 値 (cm) 孔 径

(HIFl)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第 20図 4 土 玉 233 北西壁西寄り覆上下雇 DP4

第 6号住居蘇 (第 21図 )

位置 Elb4区

規模 と平面形 長軸 6.00m・ 短軸 5.20mの 長方形。

主軸方向 N-60° 一W

壁 壁高は,25～40clnでほぼ垂直に立ち上がっている。西コーナーを除き,壁に沿って,上幅 5～

8 cm,深 さ5～ 7 cmで ,U字 状に掘 り込 まれた溝が確認されている。

床 西コーナーが撹乱を受けているが,全体に平坦である。炉の周辺は軟弱であるが,出入ロピ

ットから貯蔵穴の周辺部は踏み固められている。

ピッ ト 1か所。 Pと は長径24cln。 短径15cmの楕円形で,深さは35cmで ある。南東壁際の貯蔵穴の

脇に位置しており,出入口施設に伴 うピットと考えられる。

炉 主軸線上北西寄 りに付設されている。長径85cm,短径78cmのほぼ円形で,床を 3 cln程掘 り窪め

た地床炉である。覆土は1層で,焼土粒子を多量に含むにぶい赤褐色上である。

貯蔵穴 南東壁際の東コーナー寄 りに付設されている。規模は長径55cm,短径48clnの 楕円形で,深

さは25cmで ある。底面は皿状で,壁はほぼ垂直に立ち上がっている。覆土は3層からなり, 1層 は

焼土粒子を少量含む暗褐色土, 2層 は焼土大ブロックを多量に含む暗褐色土, 3層 はローム粒子

を少量含む暗褐色上である。

覆± 10層からなる。 1～ 8層はローム小・ 中プロックを多量に含む暗褐色土または褐色上で, 9・

10層 はローム粒子を少量含む暗褐色上である。人為的な埋め戻しと思われ,上師器片は,主に2層

から出上 している。
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遺物 第22図 2の甕は炉南側の床面からつぶれた状態で, 1の器台は東コーナーの覆土上層から斜

位の状態で出上 している。 また, 1の器台の西側からは6の上玉が出上 している。

所見 本跡 は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

l⑮ l

亀

ゝ

く

/~＼

⊂

|

>

口
|

01
口
‐

　

一
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E_1.3m  
―

A18.2m

■

第21図 第 6号住居蘇実測・遺物出上位置図
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◎
応
Ｕ

0              10Cm

第22図 第 6号住居跡出土遺物実測図

第 6号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

舅き22

1

器  台

土 師器

A  69
B  6.7
D  9.9
E  48

脚部はラッパ状に開く。器受部

は内彎気味に立ち上がる。脚部

に3孔,器受部中央に貫通孔が

穿たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面横ナデ。器受部内・外面横ナ

スコリア

にぶい橙色

普通

P27   100%
東コーナー

覆土上層

2 奏

土 師器

A   18.4

B 20.5
C  7.7

突出した平底。体部は球状で中

位に最大径を持つ。口縁部は緩

く外反して立ち上がる。

体部内面剣離,外面ハケロ整形

後縦位のヘラミガキ。口縁部

内・ 外面ハケロ整形後縦位のヘ

ラミガキ。

長石

赤絶

普通

P28   70%
炉南側

床面

外面煤付着

3 甕

上 師器

A 〔162)

B (9.4)
口縁部片。日縁部は外傾して立

ち上がる。

口縁部内・外面ハケロ整形後横

ナデ。

スコリア

にぶい橙色

普通

P29   10%
北コーナー

覆上下層

4 賓

土 師器

(163〕

(40)

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部はやや外反し

て立ち上がる。折り返し口縁。

頸部外面輪積み痕。口縁部内面

横ナデ,外面横位のハケロ整

脇

細砂粒

にぶい橙色

普通

P30   10%
出入口南西側

覆土下層

台 付 甕

土 師器

Ｄ

Ｅ

10,7

(57)
台部片。台部は「ハ」の字状に

開く。

台部外面縦位,内面横位のハケ

目整形。

長石,ス コリア

にぶい橙色

普通

P31  10%
出入口南側

覆上下層
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図版番号 器   種
計 涙I値 (cm) 孔 径

(null)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第 22図 6 土 玉 292 東コーナー覆土中層 DP 5

第 7号住居跡 (第 23・ 24図 )

位置 Ela7区

規模 と平面形 長軸 5.40m。 短軸 5.00mの 方形。

主軸方向 N-51° 一W

壁 壁高は,18～ 26clnで垂直に立ち上がっている。壁に沿って,上幅10～12cm,深さ5～ 12clnで
,

U字状に掘 り込まれた溝が全周している。

床 平坦で,全体に踏み固められている。南東壁の中央部から床中央部に向かって延びる,長さ

160cln,上幅 6～ 8 cm,深 さ5 cmで,V字状に掘 り込まれた,間仕切 り溝 と考えられる溝が確認さ

れている。

ピッ ト 1か所。 Plは長径24cln,短径20cmの楕円形で,深さは20cmで ある。南東壁際の貯蔵穴の

脇に位置しており,出入回施設に伴うピットと考えられる。

炉 主軸線上北西寄 りに付設されている。長径118cm,短径90c14の 楕円形で,床 を 5 cln程掘 り窪め

た地床炉である。覆土は2層 からなり, 1層 は焼土粒子を少量含む暗赤褐色上, 2層 は焼土小ブ

ロックを多量に含むにぶい赤褐色上である。

貯蔵穴 南東壁際の東コーナー寄 りに付設されている。規模は長径68clll,短 径58cmの方形で,深さ

は46cmである。底面は皿状で,壁 は外傾 して立ち上がっている。覆土は3層からなり, 1層 はロー

ムプロックを多量に含む褐色土, 2層 は焼土粒子を少量含む黒褐色土, 3層 はローム粒子を多量

に含む暗褐色土である。

覆± 4層からなる。 1層 は自然に堆積 したと思わ

れる暗褐色土。 2・ 3層 はロームプロックを多量に

含む褐色上で,人為的な埋め戻 しと思われる。 4層

は炭化材・焼土粒子を少量含む暗褐色上である。上

師器片は主に2層から出上 している。

遣物 床面から多量の炭化材が出上している。第25

図 1の壷は北東壁際中央部の覆上下層から,そ の北

西側からは2の台付甕が,そ れぞれつぶれた状態で

出上 している。

生18.Om

0                1m

第 23図  第 7号住居跡炉実測図

⑭
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第24図 第 7号住居Ltl実 測・ 遣物出上位置図
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所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡で,床面か ら多量の炭化材や焼上が確認 さ

れていることから,焼失家屋 と考えられる。

′

第25図 第 7号住居隊出土遺物実測図

①
‐④
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第 7号住居跡出土遣物観察表

図,仮番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

２ ５

１

第

上師器

Ａ

Ｂ

13 6

(136)

体部下半欠損。体部は内彎して

立ち上がる。頸部は「 く」の字

状で,日縁部は外傾して立ち上

がる。

体部外面ハケロ整形後縦位のヘ

ラミガキ,内面ハケロ整形。日

縁部内・外面ハケロ整形後縦位

のヘラミガキ。

麟施範

P32  50%
北束壁中央

覆上下層

外面煤付着

台 付甕

土 師器

Ａ

Ｂ

17.0

(257)

台部欠損。体部は球状で中位に

最大径を持つ。頸部は「 く」の

字状で,日 縁部は外反して立ち

上つゞる。

体部外画斜位のハケロ整形後ナ

デ。口縁部内・外面ハケロ整

テ膨多。

長石

にぶい橙色

普通

P33  50%
北東壁北寄り

覆上下層

外面煤付着

図版番号 器   種
計 測 値 (cln) 孔 径

(剛 )

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第25図 3 土 玉 182 出入口西側覆上下層 DP6

第 8号住居跡 (第 26図 )

位置 E2d7区

規模 と平面形 長軸 4.67m・ 短軸 3.50mの 長方形。

主軸方向 N-85° 一W

壁 壁高は, 6～ 16cmで垂直に立ち上がっている。

床 東部に撹乱を受けているが,残存 している床面 は,踏み固められている。壁下から幅15～50

cm,深 さ2～ 4 cmの 溝状の掘 り方が,東壁を除いて巡っている。

ビッ ト 確認されなかった。

炉 主軸線上の西寄 り (炉 1)と ,北東コーナー付近 (炉 2)の 2か所に付設 されている。炉 1

は,長径112cln,短 径85cmの楕円形で,床 を3 cm程掘 り窪めた地床炉である。炉 2は,長径65cm,

短径60cmの円形で,床 を 2 cln程掘 り窪めた地床炉である。いずれも覆土は1層 であり,焼土粒子を

多量に含む暗赤褐色上である。

貯蔵穴 確認されなかった。

覆± 3層からなる。いずれもローム粒子を少量含む,暗褐色及び黒褐色上であり, 自然堆積 と

思われる。

遺物 遺物の大半は床面から出上しているが,量 は少ない。第27図 1の郷は炉北西部の床面から,

2の不 は炉北西側の床面から,そ れぞれ正位の状態で出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代中期の住居跡 と考えられる。
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第26図  第 8号住居跡実測・ 遺物出上位置図
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0              10Cm

第27図  第 8号住居跡出土遺物実測図
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第 8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 27

1

不

土 師器

Ａ

Ｂ

136

59
底体部は内脅しながら立ち上が

り, 日縁部は内傾する。

体部外面横位のヘラケズリ,内
面ヘラミガキ。日縁部内・外面

横ナデ。

鱗
絶
襲

P35   60%
炉北西部

床面

不

上師器

A 13.6
B  61

底体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部はやや内傾する。

体部外面横位のヘラケズリ,口
縁部内 。外面積ナデ。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

P34  100%
炉北西側

床面

甕

上 師 器

Ａ

Ｂ

12 1

(3.3)

口縁部片。口縁部は外反して立

ち上がる。

口縁部内。外面横ナデ。 長石，髄
範

スコリア P36  10%
北西コーナー

覆上下層

第 9号住居跡 (第 28・ 29図 )

位置 E2a4区

規模 と平面形 長軸 5.64m。 短軸 4.90mの 長方形。

主軸方向 N-63°一W

壁 壁高は,50～ 60clllで垂直に立ち上がっている。壁に沿って,上幅 6～10cln,深 さ3～ 5 clnで ,

U字状に掘 り込 まれた溝が全周している。

床 平坦で,全体に踏み固められているが,特に南西部が堅lgtで ぁる。北東壁の東コーナー寄 り

から北東壁に対 し直行するように延びる,長さ106cm,上幅 5～ 7 cm,深 さ10clnで,V字状に掘 り

込まれた,間仕切 り溝が確認されている。

ビット 2か所。 PIは長径22cm,短径 16clnの 楕円形で,深さは9c14で ある。南東壁際中央部で貯

蔵穴の脇に位置 しており,出入日施設に伴うピットと考えられる。 P2は長径25cln,短径21clnの 精

円形で,深 さは13clnで ある。規模や配置から補助柱穴 と考えられる。

炉 主軸線上北西寄 りに付設されている。長径61cm,短径53cmの楕円形で,床を10cm程掘 り窪めた

地床炉である。覆土は2層からなり, 1層 は焼土粒子を少量含む褐色土, 2層 は焼土小ブロック

を少量含む暗赤褐色上である。

貯蔵穴 南東壁際の東コーナー寄 りに付設されている。規模は長径61cln,短径53cmの楕円形で,深

さは70cmである。底面は皿状で,壁は垂直に立ち上がっている。覆土は2層からなり, 1層 は焼土

小ブロックを少量含む暗褐色土, 2層 は焼土粒子を少量含む暗褐色上である。

覆± 5層からなる。 1層 は自然に堆積 した暗褐色土 と思われる。 2～ 4層 はローム中ブロック

を多量に含む暗褐色上で,人為的な埋め戻しと思われる。土師器片は主に3層から出上 している。

5層 はローム粒子を含む暗褐色上である。

遺物 炭化材が,特に北西側の床面から出上している。第30図 1の甕は貯蔵穴の覆土上層からつぶ

れた状態で, 3の 台付甕は出入回の床面から斜位の状態で出上している。また,北 コーナー付近
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第20図  第 9号住居鯨実測 。遺物出上位置図



の覆上下層からは, 5～ 12の 8個の上玉が集中して出上してい

る。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡で,床面

から多量の炭化材が確認されていることから,焼失家屋と考え

られる。

第30図 第 9号住居跡出土遺物実測図
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第 9号住居Lj出 土遣物観察表

図版 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

３ ０

１

第 甕

土師器

A   20.4

B  202
C  7,4

突出した平底。体部は球状で,

中位に最大径をもつ。口縁部は

外傾して立ち上がる。

体部外面ハケロ整形後斜位のへ

ラミガキ,内面ヘラナデ。日縁

部内・外面横ナデ。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

P38   80%
貯蔵穴覆土上層

体部外面煤付着

高  不

土 師器

B (3.6) 脚部片。脚部 はラッパ状に開

く。脚部に3孔が安たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
画斜位のハケロ整形。

長石，施
魏

スコリア P37  20%
南西壁中央部

覆十卜層

台 付 甕

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(73)
10 0

65

台部片。台部は「ハ」の字状に

開く。

体部内・外面ヘラナデ。 長石

にぶい橙色

普通

％

３９
畑
面

Ｐ

出

床

ミエチェア

土  器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

鉢形。平底。体部は外傾気味に

立ち上がり,日縁部は外反する。

体部内・外面横ナデ。 長石

にぶい橙色

普通

P40   60%
炉南東側

覆土中層

図版番号 器   種

計 測 値 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

穿手30E目 5 土 玉 (250) 北コーナー覆上下層 DP7

6 土 玉 北コーナー覆土下層 DP8

7 土 玉 北コーナー覆上下層 DP9

8 土 玉 北コーナー覆土下層 DP10

9 土 玉 北コーナー覆上下層 DPll

土 玉 北コーナー覆上下層 DP12

土 玉 325 北ヨーナー覆上下層 DP13

土 玉 北コーナー覆土下層 DP14

土 玉 西コーナー覆上下層 DP15

第10号住居鯨 (第31図 )

位置 D l10区

規模 と平面形 長軸 5.40m・ 短軸 4.90mの 長方形。

主軸方向 N-77° 一W

壁 壁は削平されており,確認されなかった。幅30～50cm,深さ10cln程 の溝状の掘 り方が,出入日

部を除いて巡っている。

床 全体に軟弱であり,上部の硬化面は削平されている。

ビット 1か所。 Plは長径42cln,短径40cmの 円形で,深さは12clnである。南東壁際の貯蔵穴脇に

位置してお り,出入口施設に伴うピットと考えられる。

炉 主軸線上北西寄 りに付設されている。長径94cm,短径90cmの円形で,床 を2 cm程掘 り窪めた地

床炉である。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。規模は長径58cm,短径50clnの楕円形で,深さは24cmである。
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底面は平坦で,壁 は外傾している。底面から砥石 と粘上が出上している。覆土は2層 からなり,

1層 はローム粒子を少量含む暗褐色上, 2層 はローム小プロックを少量含む褐色上である。

覆土 床面まで削平されており,掘 り方の覆土 として 2層 を確認 したに過ぎない。 2層 ともロー

ム小プロックを少量含む,暗褐色土 と褐色上である。

遺物 土師器の小破片が出上している。北西壁際から土師器の甕の体部片が出上している。貯蔵

穴の覆土下層から第32図 3の砥石が出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

01

A18.2m

口
lal

第31図  第10号住居跡実測 。遺物出上位置図



◎
ホ
リ

⑮
！
①

0           10cm

第32図  第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居Ltl出 土遺物観察表

第11号住居跡 (第 33・ 34図 )

位置 D2f6区

規模 と平面形 長軸 9.66m。 短軸 9.60mの 方形。

主軸方向 N-64° 一W

壁 壁高は,11～22cmで垂直に立ち上がっている。壁に沿って,上幅10～15cld,深 さ3～ 5 cmで ,

U字状に掘 り込まれた溝が全周している。

床 全体的に平坦であるが,硬化面は確認されなかった。

ビット 5か所。 Pェ～ P4は長径26～50cm,短径24～40cmの 円形で深さは58～80cmで ある。規模や

配列から主柱穴 と考えられる。 P5は長径28cm,短径24c14の 精円形で,深さ12c14である。南東壁際

の貯蔵穴脇に位置 しており,出入口施設に伴うピットと考えられる。

図版番号 器   種
計 測 値 (on) 子し 径

(all l)

量

＞

重

く

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第32図 1 土 玉 12.3 北西壁北寄り覆上下雇 DP16

土 玉 北西壁北寄り覆上下雇 DP17

図版番号 器   種

計 測 値
石  質 出 土 地 点 備 考

長さ (anl 幅 (gn) 厚さ (cm) 重量 (g)

第32図 3 砥 石 152 泥  岩 貯蔵穴内下層 Q4
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炉 7か所。炉 1は ,主軸線上の中央部に付設されている。長径96cm,短径85clnの 楕円形で,床 を

5 cm程掘り窪めた地床炉である。炉 2・ 3は , P3と P4の間に,炉 4・ 5は, Plと P4の間に,炉 6・

7は, Plと P2の間にそれぞれ付設されている。炉 2～ 7の規模は,長径60～110cm,短径55～74cm

の円形ないし楕円形で,床 を2～ 4 cm程掘 り窪めた地床炉である。いずれの炉床 も,火熱を受け

た痕跡は確認できるが,炉 1よ りは赤変硬化の程度 は弱い。覆土 はいずれも1層で,焼土粒子を

多量に含む暗赤褐色上である。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。規模 は長径78cm,短径72側の円形で,深 さは43cmで ある。

底面 は平坦で,壁は垂直に立ち上がっている。覆土は 2層からなり, 1層 はローム粒子を多量に

含む暗褐色土, 2層 はローム小プロックを多量に含む褐色上である。

覆± 3層からなる。 1・ 2層 はローム粒子極少量を含む暗褐色土, 3層 はローム粒子を少量含

む褐色上である。遺物 は主に 2層から出上 している。

遺物 壁際からの出土量が多 く,特に西コーナー付近からの出上が多い。西コーナーの覆上下層

からは第35図 1の娩が逆位の状態で, 8の甑がつぶれた状態で出上している。 2の娩は出入口床面

から正位の状態で, 6の鉢は出入口北東側の床面から正位の状態で出上 している。また,10の ミニ

チュア土器 (高邦形)も 出入口床面から出上している。

所見 本跡は,当遺跡の中で最大規模の住居跡で,出土遺物等から古墳時代中期の住居跡 と考え

られる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

３５

１

第 境

土 師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸底気味の平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,日縁部は内

傾する。

体部外面ヘラケズ リ。日縁部

内・外面横ナデ。

砂粒,ス コリア

赤褐色

普通

P41 100%
西コーナー

床面

2 幼

土 師 器

Ａ

Ｂ

13 3

(6_0)

焼成後底部穿孔。体部は内彎し

ながら立ち上がり,口縁部は短

く外反する。

体部外面横ナデ。内面放射状の

ヘラミガキ。国縁部内・外面族

ナデ。赤彩。

長石,雲母

赤色

普通

P42 90%
出入口床面

体部外面煤付着

3 境

上師器

13.7

69
Ａ

一Ｌ

体部は半球状で,日縁部は小さ

く外反する。

体部外面積位のヘラケズリ,内
面放射状のヘラミガキ。口縁部

内・外面横ナデ。

砂粒,ス コリア

赤橙色

普通

P43 80%
出入口北東側

覆上下層

4 邦

土 師器

13 8

55
Ａ

Ｂ

底体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部はやや内傾する。

体部外面横位のヘラケズリ,内
面劉離。日縁部内・外面積ナデ。

砂粒,長石

明赤褐色

普通

P44 80%
北東壁東寄り

覆土下層

5 鉢

土 師器

15,9

5,9

Ａ

Ｂ

底体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部は外反する。

体部外面斜位のヘラケズリ,内
面ナデ。口縁部内・ 外面横ナ

長石,雲母

にぶい赤褐色

普通

P45  90%
貯蔵穴西側

覆上下層

6 鉢

土 師器

A 161
B  48

底体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部は外反する。

体部外面ナデ,内面劉離。回縁

部内・外面横ナデ。

長石,雲母

赤褐色

普通

P46  30%
出入口北東側

床面 _
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第33図  第 11号住居跡実測 。遺物出上位置図
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第34図 第11号住居跡炉実測図

I

炉 。

L

―

Ｈ
一

炉 1 炉 2

J

―

炉 4

K

―

炉 S

0                1m

Ｍ
一

炉 タ

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第35

7

不

器師

高

上

B(26) 不部下位に稜をもつ。 イ部外面縦位,内面放射状のヘ

ラミガキ。
節
絶
魏

P48  10%
出入口北東側

覆上下層

甑

土 師器

A 205
B 157
C  64

体部は内彎しながら立ち上がり,

日縁部は外反して立ち上がる。

単孔。体部上位に穿孔。

体部外面斜位のヘラケズリ。日

縁部内・外画慌ナデ。

長石

にぶい橙色

普通

P49  80%
西コーナー

床面

9 甑

土 師器

B (27)
C 〔4.7〕

底部片。突出した平底。単孔。 体部下端外面縦位のヘラケズリ 砂粒,ス コリア

浅黄橙色

普通

P50  10%
】ヒコーナー

覆上下層
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図版番号 器 種 計測値 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・焼成 備   考

舅手35

10

ミニチェア

土  器

土 師 器

A  76
B  5_8
D  48
E  20

高イ形。裾部は扁平で小さい。

脚部は短 く,イ部は内彎して立

ち上がる。

脚部外面縦位のヘラケズリ。不

部内・ 外面ナデ。不部内・外面

赤彩。

長石,ス コリア

赤色

普通

P47  90%
出入口

床面

7

屯 匡

O             tto cm

第35図  第11号住居跡出土遺物実測図
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第12号住居RII(第 36図 )

位置 D2g5区

規模 と平面形 長軸 6.20m・ 短軸 4.80mの 長方形。

主軸方向 N-60° 一W

壁 壁高は, 3～ 12cmで垂直に立ち上がっている。出入口部を除 く壁に沿って,上幅 5～15cm,深

さ3～ 7 cmで ,U字状に掘 り込まれてた溝が確認されている。

床 平坦であるが,硬化面 は確認 されず全体的に軟 らかい。

ピッ ト 1か所。 Plは長径45cm,短径28cmの楕円形で,深さは34clnである。南西壁際中央部に位

置してお り,出入口施設に伴 うピットと考えられる。

炉 3か所。炉 1は ,主軸線上の北東寄 りに付設されている。長径105cln,短 径73cmの楕円形で
,

床を2 cm程掘 り窪めた地床炉である。炉 2は,炉 1の北西側に付設されている。長径78cln,短径46

cmの楕円形で,床を4 cm程掘 り窪めた地床炉である。炉 3は,炉 1の南側に付設されている。長径

56cm,短径50c14の 楕円形で,床を 6 cln程掘 り窪めた地床炉である。覆土はいずれも2層からなり,

1層 は焼土粒子を中量含む暗赤褐色土, 2層 は焼土小ブロックを少量含む暗赤褐色土である。

貯蔵穴 確認されなかった。

覆± 2層からなる。 1層 はロームプロックを多量に含む褐色土, 2層 はローム粒子を少量含む

暗褐色上で,人為的な埋め戻しと考えられる。

遺物 床面から炭化材が出土 している。第37図 4の台付奏は北コーナーの床面から出土 している。

7の ミニチェア土器 (甕形)は南コーナーの床面から斜位の状態で, 9の舟形土製品と10の上玉は

北東壁中央部の床面から,そ れぞれ出土 している。

所見 本跡は,出土遺物等から吉墳時代前期の住居跡で,炭化材の出土状況から焼失家屋 と思わ

れる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

３ ７

‐

第 器  台

土 師 器

Ｄ

Ｅ

10 5

(3.7)

脚部片。脚部 はラッパ状に開

く。脚部に3孔が穿たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面ハケロ整形後ナデ。脚部外面

赤彩。

嚇
絶
範

P51 20%
耳ヒコーナー

床面

器  台

土 師器

Ａ

Ｂ

Ｅ

69
(58)
(37)

脚部はラッパ状に開く。器受部

は皿状で中央に貫通孔。脚部に

4孔が穿たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面横位のハケロ整形。器受部外

面横位のヘラケズリ後ナデ,内
面横位のヘラミガキ。

長石

にぶい橙色

普通

P52   60%
北コーナー

床面
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第36図  第12号住居跡実測・遺物出土位置図
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第37図  第12号住居LII出 土遺物実測図
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図版番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

舅手37

3

台付 奏

土 師器

(88)
14 1

83

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部片。台部は「ハ」の字状に

開く。

台部外面縦位のハケロ整形,内
面慌ナデ。

石

色

通

長

橙

普

P53   10%
中央部

床面

台付 甕

土師器

(67)
10 8

(58)

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部片。台部は「ハ」の字状に

開く。

台部外面斜位のハケロ整形,内
面横ナデ。

長石

にぶい橙色

普通

P54   10°/。

北コーナー床面

二次焼成

奏

土 師器

26_4

(13.0)

Ａ

Ｂ

体部上半から口縁部にかけての

破片。日縁部は頸部から外反す

る。折り返し口縁。

体部外面斜位のハケロ整形後ナ

デ。内面剖離。口縁部内面横位

のハケロ整形。

細砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P55   30%
北コーナー

床面

奏

土 師器

(110)

58

Ｂ

Ｃ

体部下半から底部にかけての破

片。体部は内彎しながら立ち上

がる。

体部外面斜位のヘラケズリ後ナ

ア 。

細砂粒

灰褐色

普通

P56  20%
東コーナー

覆上上層

7 ミニチュア

土  器

土 師器

A  61
B  69
C  34

奏形。平底。体部は内彎しなが

ら立ち上がり,日 縁部は緩 く外

反する。

体部外面斜位のハケロ整形,内
画ナデ。日縁部内・ 外面横ナ

デ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P57 100%
南コーナー

ミエチュア

土  器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

5,0

72
1_8

甕形。丸底気味の平底。体部は

内彎しながら立ち上がり,口 縁

部は外反する。

体部外面積位のヘラケズリ 長石,ス コリア

にぶい橙色

普通

P58  70%
第1号炉東側

床面

図版番号 器 種

計 測 値 (cm) 孔 径

(aull)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第37図 9 舟形土製品 (5.6) (1243) 北東壁中央部床面 DP18

土 玉 北東壁中央部床面 DP19

図版番号 器 種
計 値

石  質 出 土 地 点 備 考
長さ (cml 幅 (clm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第37図 11 磨 石 10113 砂  岩 北コーナー覆上下層 Q5

第18号住居跡 (第 38図 )

位置 E3al区

規模 と平面形 住居跡の北西部が確認されたのみで,大部分 は調査区外に延びているため詳細 は

不明である。現存長軸 5.10m,現存短軸 1,80mである。

主軸方向 N-62° 一W

壁 壁高は,40～ 43clnで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦であるが,硬化面 は確認 されない。

ビット 確認されなかった。

炉 大部分は調査区外に延びているため,平面形は不明である。現存長径91cm,現存短径46clnで
,

床を 3 cm程掘 り窪めた地床炉である。

貯蔵穴 確認されなかった。
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(昼D

覆± 7層からなる。 1層 は表土であ

る。 2～ 4層は黒帽色土主体で自然堆積

と思われる。 5～ 7層 はロームブロッ

ク,焼土ブロックを含み,人為的な埋め

戻しと思われる。住居跡に伴う遺物は主

に5層から,流れ込みと思われる遺物は

主に4層から出上 している。

遺物 第39図 2の甕は炉北側の床面から

つぶれた状態で出上している。南壁寄り

の覆土上層からは流れ込みと思われる1

の不が出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代

前期の住居跡 と考えられる。
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．０
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第38図  第13号住居跡実測 。遺物出上位置図

第13号住居隊出土遺物観察表

器 種 計測値(cHl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

３ ９

‐

第 不

土師器

〔13.3)

36
Ａ

Ｂ

体部 は内彎 しなが ら立ち上が

り,日縁部はやや内傾する。

体部外面斜位のヘラケズリ後ナ

デ。内面剣離。口縁部内・外面

横ナデ。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

％

り

層

５９
箋
量

Ｐ

南

覆

2 甕

土 師器

A 128
B 13_9
C  5_5

突出 した平底。体部 は内彎 しな

がら立ち上が り, 日縁部 は外傾

して立ち上がる。

底郡ヘラケズリ。体部外面斜位

の粗いハケロ整形。口縁部外面

横ナデ,内面横位のハケロ整形。

長石

にぶい橙色

普通

P60   80%
炉北側床面

体部外面煤付着

3

上 師器

14 7

(82)

Ａ

Ｂ

口縁部片。頸部は「 く」の字状

で,日縁部は外傾 して立ち上が

る。複合口縁。

口縁部外面横ナデ,内面横位の

ハケロ整形。口縁部内 。外面赤

彩。

長石

にぶい橙色

普通

P61  20%
炉北側床面

二次焼成
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0              10Cm

第39図  第13号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡 (第 40。 41図 )

位置 D2dI区

規模 と平面形 長軸 6.80m・ 短軸 5,75mの 長方形。

主軸方向 N-58° 一W

壁 壁高は,30～40cmで垂直に立ち上がっている。壁に沿って上幅 7～12cm,深さ5～ 12cmで,U

字状に掘 り込 まれた清が全周 している。

床 平坦で,全体に踏み固められている。北東壁の東コーナー寄 りから住居跡中央に向かって延

びる,長 さ106cm,上 幅 5～ 10cm,深さ 7 cm程で,V字状に掘 り込まれた間仕切 り溝が確認 されて

いる。

ビット 1か所。 PIは長径35cm,短径25cmの楕円形で,深 さは17c14で ある。南東壁際の貯蔵穴脇

に位置 してお り,出入回施設に伴 うピットと考えられる。

炉 主軸線上の北西寄 りに付設されている。長径125cm,短 径114cmの円形で,床 を6 cm程掘 り窪め

た地床炉である。覆土は2層 からなり, 1層 は焼土小ブロックを少量含む暗褐色土, 2層 はロー

ム粒子を極少量含む暗褐色上である。

貯蔵穴 東コーナー寄 りに付設されている。規模 は長径63cm,短径46cmの長方形で,深 さは71cmで

ある。底面は皿状で,壁は外傾 して立ち上がっている。覆土は2層からなり, 1層 はローム中ブ

ロックを多量に含む暗褐色土, 2層 はローム粒子を少量含む暗褐色上である。

覆± 8層からなる。 1～ 3層 はローム粒子,焼土粒子を少量含む黒褐色土, 4～ 8層 はローム

粒子,ロ ームプロックを多量に含み,人為的な埋め戻 しと思われる。遺物は主に5層から出上し

ている。

遺物 第42図 2の壷は東・西の両コーナーの覆土下層から散在して, 4と 5の器台は貯蔵穴西側の
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第40図 第‖号住居LII実測 。遺物出上位置図



E l.3m

0              2m

Fl.3m

0                1m

第41図 第14号住居跡炉実測図

床面から横位の状態で, 6の器台は北東壁中央部の床面から横位の状態で, 8の器台は中央部の

床面から斜位の状態で,そ れぞれ出上している。また,貯蔵穴の覆土中層から7の器台が,下層

から10の娩が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第14号住居LTI出 土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調,焼成 備 考

身手42

1

壷

土 師 器

Ａ

Ｂ

〔174〕

(58)
口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。複合口縁。

頸部内・外面縦位のヘラミガキ,

日縁部内・外面機ナデ。

砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

P62  10%
東コーナー

覆上下層

壷

土 師器

Ａ

Ｂ

Ｃ

中央が窪む平底。体部は球状

で, 日縁部は頸部から大きく外

反して立ち上がる。

体部外面ハケロ整形後縦位,内
面斜位のヘラ ミガキ。口縁部

内 。外面ハケロ整形後,内面横

位,外面縦位のヘラミガキ。

スコリア

にぶい責橙色

普通

P63   800/。

東 。西コーナー

覆上下層

奏

土 師器

A (200〕

B (110)
口縁部片。体部 は内彎 して立ち

上が り,日縁部は外反 して立ち

上がる。

体部外面横位のハケロ整形,内
面劉離。日縁部内・外面ハケロ

整形後ナデ。

細砂粒

にぶい褐色

普通

％６４
�
面

Ｐ

炉

床

4 ムロ
器師

器

土

A  6.8
B  6.6
D  9,1
E  47

脚部はラッパ状に開く。器受部

は内彎気味に立ち上がる。脚部

3孔,器受部中央に貫通孔が穿

たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面ハケロ整形。器受部内・外面
ヘラミガキ。脚部外面,器受部

内・外画赤彩。

砂粒，絶
魏

スコリア P65   95°/O

貯蔵穴西側

床面

5 器  台

上 師器

63
72
9_5

4,7

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部は「ハ」の字状に開く。器

受部は外傾して立ち上がる。が

る。脚部上下 2段に6孔,器受

部中央に貫通孔が安たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面横位のハケロ整形。器受部外

面縦位のヘラミガキ。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P67  90%
貯蔵穴西側

床面
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第42図  第14号住居跡出土遺物実測図
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図1仮番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第42

6

器  台

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部はラッパ状に開く。器受部

は内彎気味に立ち上がる。脚部

に3孔,器受部中央に貫通孔が

穿たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面横位のハケロ整形。器受部内

面放射状のヘラミガキ。脚部外

面,器受部内・外面赤彩。

砂粒，絶
範

スコリア P66 100%
北東壁中央部

床面

7 器  台

土 師 器

A  65
B  60
D  83
E  35

脚部はラッパ状に開く。器受部

は内彎気味に立ち上がる。脚部

に3孔,器受部中央に貫通孔が

穿たれる。

脚部外面ヘラケズリ後縦位のへ

ラミガキ,内面積位のハケロ整

形。器受部外面縦位のヘラケズ

リ,内面放射状のヘラミガキ。

砂粒 スコリア

にぶい黄橙色

普通

P68  80%
貯蔵穴内

覆土中層

器  台

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

75
62

(10_3〕

4_0

脚部はラッパ状に開く。器受部

は内彎気味に立ち上がる。脚部

は3孔 と思われる。器受部中央

に貫通孔が安たれる。

脚部外面縦位のヘラミガキ,内
面ハケロ整形。器受部内・外面

ヘラミガキ。脚部外面,器受部

内・外面赤彩。

此
施
魏

スコリア P69   60%
中央部

床面

高  野

土 師 器

Ａ

Ｂ

(220〕

(37)
イ部の口縁部片。口縁部は内鷲

気味に立ち上がる。

不部内・外面縦位のヘラミガキ,

内・外面赤彩。

長石,ス コリア

暗赤色

普通

P70  10%
北東壁中央部

床面

境

土 師 器

A 10.6
B  3.9
C  2.9

上げ底気味の平底。体部は内彎

して立ち上がる。国縁部内削ぎ。

体部外面横位,内面縦位のヘラ

ミガキ。

スコリア

にぶい褐色

普通

P71 95%
貯蔵穴内

覆上下層

娩

土 師 器

Ａ

Ｂ

〔117)

(4.8)

体部は内彎して立ち上がる。口

縁部内削ぎ。

体部内・外面劉離。日縁部内・

外面積ナデ。 覇純範

P72  20%
東・西コーナー

床面

壷

土 師 器

Ａ

Ｂ

〔98)

(8.1)

口縁部片。口縁部は内彎して立

ち上がる。

口縁部外面ハケロ整形後縦位の

ヘラミガキ。内面横ナデ後縦位

のヘラミガキ。

砂粒,ス コリア

にぶい責橙色

普通

P73  10%
炉・北西壁北寄り

床面

ミニチュア

上  器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

8,7

11_7

5,6

31

台付甕形。台部は「ハ」の字状

に開 く。体部は球状で最大径を

中位に持つ。日縁部は外反して

立ち上がる。

台部外面縦位のハケロ整形。体

部外面積位のハケロ整形,内面

剣離。日縁部外面斜位,内面積

位のハケロ整形。

覇
施
範

P74   80%
北西壁中央部

床面

担

器

器師

手

上

土

Ｄ

Ｅ

2.3

(11)
高不形。脚部はラッパ状に開く 外面指頭痕。 スコリア

明褐灰色

普通

P75  50%
貯蔵穴北側

覆土上層

図版番号 器   種
計 測 値 (cm) 孔 径

(alul)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第42図 15 上 玉 南西壁中央部覆上下雇 DP20

土 玉 西コーナー覆上下層 DP 21

土 玉 炉南側覆上下層 DP22

管 状 土 錘 覆土中 DP23

図版番号 器   種

計 韻J 値

石  質 出 土 地 点 備 考

長さ (cm) (cm)幅 厚さ (cln) 重量 (g)

第42図 19 敲 石 2973 頁  岩 南コーナー覆上下層 Q6
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第15号住居跡 (第 43図 )

位置  C3fl区

規模 と平面形 長軸 4.25m・ 短軸 3.44mの 長方形。

主軸方向 N-36° 一W

壁 壁高は, 3～ 10cmでほぼ垂直に立ち上がっている。南東壁の中央部を除いた壁に沿つて
,

Ａ
一
　
　

　

Ｃ
一

E

V

0              2m

ШI 引  1
A18.Om                             __

Fl.6m       
―

0               1m

第 43図  第 15号住 居 跡 実測 。遺 物 出上位 置 図
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6～ 8 cm,深 さ4～ 8 clnで,U字 状に掘 り込まれた溝が確認された。

床 平坦で,全体に踏み固められている。

ピット 1か所。 Plは径20cmの円形で,深 さは12cmである。南東壁際の貯蔵穴脇に位置しており,

出入口施設に伴うピットと考えられる。

炉 主軸線上の北西寄 りに付設されている。長径65cm,短径56cmの楕円形で,床 を3 cm程掘 り窪め

た地床炉である。覆土は2層からなり, 1層 は焼土粒子を中量含むにぶい赤褐色土, 2層 は焼土

小ブロックを中量含む赤褐色上である。

貯蔵穴 南コーナーに付設されている。規模は長径64cm,短径50cmの 長方形で,深さは36cmである。

底面は平坦で,壁 は外傾して立ち上がっている。覆土は2層からなり, 1層 はローム中ブロック

を中量含む暗褐色土, 2層 はローム中ブロックを多量に含む褐色上である。

覆± 3層からなる。 1層 はローム粒子を少量含む暗褐色土, 2・ 3層 はロームブロックを含む

褐色上である。

遺物 炉周辺 と南コーナーの床面から土師器片が出上している。第44図 4の甑は貯蔵穴北西側の床

面 と炉南側の床面から, 5の高不 は炉東側の床面から,そ れぞれ散在 して出上 している。また,

貯蔵穴周辺の床面から6の鉢が出土 している。

所見 本跡は,出土遺物等から古墳時代中期の住居跡 と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

４ ４

１

第 大 形 増

土 師器

15,7

(64)

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は内彎気味に

立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ後ヘラミ

ガキ。口縁部内。外面赤彩。

石

色

通

長

赤

普

P76   10%
南西壁中央部

覆上下層

甕

土 師器

Ａ

Ｂ

(11.1〕

(78)
体部上半片。頸部は「く」の字

状で,口縁部は外反して立ち上

がる。

体部外面斜位のヘラケズリ,日
縁部内・外面横ナデ。

石

色

通

長

橙

普

P77   20%
中央部・貯蔵穴北西側

覆上下層

甕

上師器

Ａ

Ｂ

〔156〕

(67)
口縁部片。頸部は「 く」の字状

で, 日縁部は外傾 して立ち上が

る。

口縁部内・外面横ナデ。 石

色

通

長

赤

普

P78   20%
出入口

覆上下層

甑

土 師器

〔201〕

(81)

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は外傾して立

ち上力ゞる。

体部外面縦位のヘラケズリ後ナ

デ。日縁部内・外面積ナデ。
粒
雛

砂

赤

通

細

明

普

P79   20%
炉南側・貯蔵穴北西側

床面

5 高  イ

土 師 器

11.8

(6.4)

Ｄ

Ｅ

脚部片。脚部は「ハ」の字状に

開き中空。

裾都外面横位のヘラミガキ,内
面積ナデ。脚部外面縦位のヘラ

ミガキ。脚部外面,裾部赤彩。

覇
施
範

P80   30%
炉東側

床面

6 鉢

土 師器

(138)

(43)

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁部は外傾して立

ち上がる。内面の体部と口縁部

の間に稜をもつ。

体部外面横位のヘラケズリ後ナ

デ,内面all離 。口縁部内・外面

横ナデ。

細砂粒

にぶい掲色

普通

P81  30%
貯蔵穴周辺

床面
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第44図 第 15号住居RI出 土遺物実測図

第16号住居跡 (第 45図 )

位置 B3hs区

規模 と平面形 長軸 4.83m。 短軸 4.21mの 隅丸長方形。

長軸方向 N-42° 一W

壁 壁高は,45～ 50cmで ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 全体に平坦で,踏み固められている。特に,炉の周囲が堅緻である。

ピット 5か所。 Pl～ P4は長径16～ 25cm,短径14～22cmの 円形で,深さは30～44cmで ある。規模

や配列から主柱穴 と考えられる。 P5は長径23cm,短径18cmの楕円形で,深さは10cmで ある。南東

図版番号 器   種
計 測 値 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第 44図 7 土 玉 北西壁北寄り覆土下膳 DP24

図版番号 器   種

計 測 値
石  質 出 土 地 点 備 考

長さ (cml 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第44図 8 石    錘 安 山岩 東コーナー覆上下層 Q7
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壁際中央部に位置しており,出入口施設に伴うピットと考えられる。

炉 主軸線上の中央部に付設されている。長径95cm,短径75cmの精円形で,床を 4 cln程 掘 り窪めた

地床炉である。覆土は2層からなり, 1層 は焼土粒子・灰を中量含むにぶい赤褐色土, 2層 は焼

土小ブロックを中量含む暗赤褐色上である。

覆± 4層からなる。 1・ 2層 はローム粒子を少量含む黒褐色上である。 3層 はローム粒子を多

量に含む暗褐色上で, 4層 は炭化物を少量含むローム主体の褐色上である。遺物は主に床面及び

3層から出上 している。

遺物 北コーナー付近及び南西壁ほぼ中央部から,炭化材が出上 している。住居跡の床面及び覆

土中から,弥生式上器片が出土している。第46図 1の広口壺は西コーナー床面から横位の状態で ,

6の紡錘草は北西壁中央部の床面から, 7の紡錘車は北東壁際の東コーナー寄 りの覆土中層から
,

それぞれ出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から弥生時代後期の住居跡で,床面か ら炭化材が出土していることか

ら焼失家屋 と考えられる。

第47図 14～27は,第16号住居跡から出土した弥生式上器片の拓影図である。14～ 16は広口壷の日

縁部片である。14は無文の複合口縁で,日縁下端に丸棒状工具による押圧が施され,日唇部にはキ

ザミが施されている。15。 16は日縁部に付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文され,回唇部にはキ

ザミが施されている。17は高不の回縁部片である。単口縁で,日縁部には付加条の縄文が施文され

ている。

18～22は頸部片である。18は格子目文が施されている。19・ 20は 5本櫛歯のスリット手法による

縦区画線があり,区画内は破片では無文である。21は格子目文が施され,胴部には付加条一種 (付

加 2条)の縄文が施文されている。22の顎部 は無文で,胴部には付加条一種 (付加 2条 )の縄文が

施文されている。

23～25は胴部片である。23～25は付加条一種 (付加 2条)の縄文がそれぞれ施文されている。26・

27は底部に至る破片であり,胴部には付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文されている。27の底部

には木葉痕が見 られる。
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第16号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 考備

舅手46

1

広 口童

弥生式土器

B (16_2)

C  6_8
平底。胴部は長胴形で,頸部にかけて内彎して立ち上がる。胴部

には付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文されている。頸部は縄

文原体によって区画され,区画内には雑な格子目文が施されてい

る。複合口縁の下端部には縄文原体による圧痕が巡らされている。

底部木葉痕。

長石,石英

赤褐色

普通

P82  80%
西コーナー

床面

胴部外面煤付着

2 広 口壷

弥生式上器

A (16.8〕

B (5.0)
口縁部片。頸部無文帯。口縁部外面には付加条一種 (付加 2条 )

の縄文が施文され,複合口縁の下端部には棒状工具による刺突が

巡らされている。

長石,石英

灰褐色

普通

P83  10%
炉南西部

3 壺

弥生式上器

B (22)
C  92

底部片。平底。胴部外面下端に付加条の縄文が施文されている。

底部木葉痕。

長石,石英,雲母

にぶい褐色

普通

P84  10%
炉北側

覆上下層

4 壺

弥生式上器

B (64)
C 〔12.8〕

底部片。平底。胴部外面下端に付加条一種 (付加 2条)の縄文が

施文されている。底部木葉痕。

長石, 石英,

にぶい褐色

普通

雲母 P85  10%
炉東・北側

覆土中層

5 壷

弥生式主器

B (24)
C 〔7.6〕

底部片。平底。胴部外面下端に付加条一種 (付加 2条)の縄文が

施文されている。底部木葉痕。

石英,長石,
目雲

にぶい赤褐色

普通

P86  10%
炉東・南側

覆土中層
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図版番号 器   種
計 測 値 (cln) 孔 径

(all l)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第46図 6 紡 錘 草 北西壁中央部床面 DP25

7 紡 錘 車 (37) (13,7) 北東壁際束コーナー寄りの覆土中層 DP26

図版番号 器   種
計 測 値

石  質 出 土 地 点 備 考
長さ (cln) 幅 (clm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第 46図 8 石 鏃 12 頁  岩 炉南側覆上下層 Q8

ナイフ形石器 安 山岩 Pl東側覆土中層 Q9

ナイフ形石器 安 山岩 PI東側覆土上層 Q10

磨 石 3133 安 山岩 P2・ P3間覆土中層 Q■

ム
ロ 石 5570 砂  岩 出入日覆上下層 Q12

劉 片 チャート 炉南側覆土中層 Q13

第17号住居跡 (第 49図 )

位置 B3a7区

規模 と平面形 長軸 4.37m・ 短軸 3.40mの 長方形。

長軸方向 N-30° 一W

壁 削平されており,壁は確認されなかったが,幅45～80cm,深さ10cln程 の溝状の掘 り方が北東側

を除いて巡っている。

床 削平されており,確認できなかった。

ビット 1か所。 Plは長径20cm,短径 17clnの 楕円形で,深さは20cmで ある。南東壁際の貯蔵穴脇

に位置してお り,出入口施設に伴 うピットと考えられる。

炉 主軸線上の北西寄 りに付設されている。長径75cm,短径60cmの楕円形で,床 をわずかに掘 り窪

めた地床炉である。

貯蔵穴 東コーナーに付設されている。規模は長径40cm,短径35cmの 楕円形で,深 さは46cmである。

底面は皿状で,壁 は外傾 して立ち上がっている。覆土は2層からなり, 2層 ともローム主体の暗

褐色上であるが,下層には極少量の焼土粒子が含まれる。

覆土 床面まで削平されているため,貯蔵穴内の覆土 (2層 )のみを確認した。

遺物 出土遺物は,上師器の細片が多い。第48図 1の奏の体部片は北西壁際中央部の床面から出土

している。

所見 本跡 は,出土遺物等か ら古墳時代前期 の住居跡 と考 えられ

る。

ヽヽ、、、、、、、、、_、__―‐‐―‐‐‐‐‐‐|:::::::::::::::;;''テケ''′ I

0              1ocm

第 48図  第 17号住居跡 出土

遺物実測図
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第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値Kcrn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調。焼成 備   考

身き48

1

甕

土 師器

B (1.7)
C  6.5

底部片。平底。 底部外面ヘラケズリ,内面ナデ。長石

にぶい橙色

普通

P87  10%
北西壁中央部

床面
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表 2 姥ケ谷津遺跡竪穴住居跡一覧表

番
位 置

主 (長)軸

方   向
平 面 形

規 模
壁高

(cm)
痢

内 部 施 設

炉 覆土 出 土 遺 物 備 考

長軸×短軸 (m) :ッ ト入 口

1 E2i] N-46°一W 方 形 53-73 平坦 有 0 有 1 1 1 人為 上師El,1製 品,石器.石製面焼失家屋,焼成粘土板

F2c5 N-51'― W 方 形 19-21 平坦 有 4 有 5 1 1 人 為 土師器

3 N-48。一W 〔方 形 〕 (320)× 550 53-64 平坦 無 0 無 0 1 人 為 土師器

4 E213 N-28°一W 方 形 325× 320 25-35 平坦 無 0 無 1 1 人為 上師器,土製品

5 E2cl N-28°一W 方 形 370× 350 8-12 平坦 無 0 無 1 1 1 人 為 土師器、土製品 焼失家屋

Elb4 N-60。一W 長 方 形 600 × 520 25～40 平坦 有 0 有 よ 1 1 人 為 土師器,上製品

7 Ela7 N-51°一W 方 形 540 × 500 18-26 平JF 有 0 有 ユ 1 1 人 為 土師器,生製品 焼失家屋

E2d7 N-85° 一W 長 方 形 467× 350 6-16 平遅 無 鉦
小

0 2 人 為 土師器

E2a4 N-63° 一W 長 方 形 564 × 490 50-60 平彊 有 有 2 ユ ユ 人為 土師器,土製品 焼矢家屋

10 DliO N-77° ―E 長 方 形 / 平廷 鉦
（

有 l ユ 1 不明 土製品,石器

D216 N-64° ―∬ 方 形 966 960 11～22 平近 有 4 有 5 1 7 人為 土師器

)2gて -ヾ60° 一W 長 方 形 620× 480 3-12 平坦 有 無 l l 3 人為 土師器,上製品,石器 焼失家屋,舟形上製品

E3aュ N-62° ―W (方 形 〕 〔5■ 0〕 X〔500〕 40-43 平坦 鉦
ヽ

無 0 1 人 為 土師器

D2dI N-58° 一削 長 方 形 680 30-40 平坦 有 有 1 1 1 人 為 土師器,土製品,石器

C3fェ N-3♂―削 長 方 形 425 3-10 平坦 有 有 1 1 1 人 為 土師器,土製品,石器

B3h5 N-42° 一W 隅丸長方形 483 45～50 平坦 無 4 鈍
〔

1 1 自然 弥生式上器,上製品,石3 焼失家屋

B3a7 N-3ば ―W 長 方 形 / 平坦 無 0 有 1 1 1 不 明 土師器片
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2土 坑

当遺跡からは,23基 の上坑が確認されたが,出土遺物が少なく時期や性格について不明な点が多

い。 ここでは,土坑のうち形状や規模,覆上の状態や出土遺物について特徴がある7基の上坑に

ついて個々に説明を加え,そ の他については一覧表 (表 3)に した。

第 1号土坑 (第 50図 )

位置 E2g8区

規模 と平面形 長径 0.90m。 短径 0.75mの 円形で,深さは0.20mである。

長径方向 N-27° 一W

壁面 なだらかに立ち上がっている。

底面 皿状である。

覆土 下層はローム粒子を含む褐色上で,上層はローム小プロックを少量含む暗褐色上である。

遺物 出上 していない。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第 4号土坑 (第 50図 )

位置 E218区

規模 と平面形 長径 1.50m。 短径 1.20mの 楕円形で,深さは0.84mである。

長径方向 N-23° 一W

壁面 西壁 はほぼ垂直,東壁は外傾 して立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆± 4層 はローム小プロックを少量含む褐色土であり, 1～ 3層 はローム粒子を少量含む暗褐

色上である。

遺物 出土していない。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第 8号土坑 (第 50図 )

位置 E2g6区

規模 と平面形 長径 1.32m・ 短径 1,10mの楕円形で,深 さは0.22mである。

長径方向 N-20° 一E

壁面 なだらかに立ち上がっている。

底面 皿状である。
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覆土 下層はローム粒子を少量含む褐色上であり,上層はローム粒子を少量含む暗褐色土である。

遺物 覆土上層から,第53図 2の磨石が出土している。

所見 本跡は,出土遺物等から縄文時代の上坑 と思われる。性格については不明である。

第21号 土坑 (第 51図 )

位置 G3il区

規模 と平面形 長径 1.24m・ 短径 1.00mの楕円形で,深さは0.23mである。

長径方向 N-26°一E

壁面 なだらかに立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆土 下層はローム小プロックを含む暗褐色上であり,上層はローム粒子を少量含む黒褐色上で

ある。

遣物 出上 していない。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第30号 土坑 (第51図 )

位置 C3b2区

規模 と平面形 長径 1.00m・ 短径 1.00mの 円形で,深さは0,30mである。

長径方向 N-0°

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底画 平坦である。

覆± 3層からなり, 1・ 2層 はローム粒子を含む黒・暗褐色土, 3層 はローム中・大プロック

を含む褐色土である。

遺物 覆土中層から石片が 6点出上している。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第52号 上坑 (第52図 )

位置 B21夕区

規模 と平面形 長径 2.32m・ 短径 1.54mの長方形で,深さは0.40mである。

長径方向 N-63° 一W

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。
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覆± 3層 はローム大プロック・ 炭化材を含む褐色上であり, 1・ 2層 は砂粒子・炭化材を含む

褐色上である。

遺物 出上していない。

所見 本跡の時期や性格については不明である。

第60号土坑 (第52図 )

位置  B2e9区

規模 と平面形 長径 1.33m。 短径 0。98mの楕円形で,深さは0.44mである。

長径方向 N-39° 一W

壁面 なだらかに外傾 して立ち上がっている。

底面 皿状である。

覆± 2層 はローム主体の暗褐色上であり, 1層 はローム粒子・焼土粒子を含む暗褐色上である。

遺物 ほぼ中央部の覆土下層から,第53図 1の深鉢がつぶれた状態で出上している。

所見 本跡は,出土遺物から縄文時代中期 (加曽利 EШ式期)の上坑 と思われるが,性格につい

ては不明である。

第68号土坑出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 腱 。鯛・繊 備   考

舅手53

1

深 鉢

縄文式上器

(268〕

(20_2)

Ａ

Ｂ

口縁部から胴部に至る破片。口縁部は波状口縁で,無文帯をもつ。

胴部には2条の沈線で区画した磨消帯を垂下させている。地文に

は縦位回転の絡条体の縄波が施されている。日縁部内面は横位 ,

胴部は縦位のナデが施されている。

ス恥
髄
魏

P88  40%
中央部

覆上下層

第 8号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種
計 測 値

石  質 出 土 地 点 備 考

長さ (cml 幅 (om) 厚さ (cln) 重量 (g)

第 53図 2 磨 石 (66) (2907) 安 山 岩 SK-8覆土上層 Q29
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生 18.2m   _

V
SK l

SK-1 上層解説

1 暗褐色 ローム粒子少量,ロ ーム小プロ

ック極少量

2 褐 色 ローム粒子中量

SK 4
K-4 土層解説

暗褐色 ローム粒子少量,ローム小プロック極少量

暗褐色 ローム粒子・ コーム小ブロック少量

暗褐色 ローム粒子 。ローム小プロック少量

褐 色 ローム粒子・ コーム小プロック中量

口
|

生18.Om     一

SK 6

SK-6 土層解説

1 褐 色 ローム粒子中量,コ ーム小プロック少量

第50図  土坑実測図 (1)

0/

生18.Om     _

▼
SK-2 土層解説

1 褐 色 ローム粒子中量

2 褐 色 ローム粒子多量

生 18.om a十    _口 |

生 18.Om         `_

SK 5

SK-5 土層解説

1 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量

2 褐 色 ローム粒子・黒色土粒子少量

生18.2m        _
口

|

SK 7

SK-7 土層解説

1 褐 色 ローム粒子多量, ローム小プロック中量

SK 3

SK-3 土層解説

1 褐 色 ローム粒子中量,ローム小プロッ

ク極少量

2 褐 色 ローム粒子多量

0              2m

‐
ヽ
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―
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Ａ
一

Ａ
一
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SK8 2
SK-3 土層解説

1 褐 色 ローム粒子多量 ,

中量

2 褐 色 ローム粒子多量 ,

生18.Om  a十        _

SK 19
SK-19 土層解説

1 暗掲色 ローム中プロック少量

2 暗4Btt ローム粒子少量

働
|

ローム中プロック

ロームガヽプロック

|

中量

生 18.2mい
十
  _

ｋ

ヽ

１

／

ｒ

ロ

ヽ

ヽ

ノ

ｒ

田

Ａ

一

照

―

サ

ｒ

照

‐

‐

ｒ
ａ

マ
SK ll

SK-11 土層解説

1 暗褐色 ローム粒子 。ローム小プロック少

量,ロ ーム中プロック極少量

2 褐 色 黒色土粒子極少量

A18.2m

SK 30   4

第51図  土坑実測図 (2)

口
|

ヽ ②

生

(⊆ )_

A
Al.3m         

――

SK-511 上層解説

ユ 黒褐色 ローム粒子極少

量

2 暗褐色 ローム粒子・

ローム小 プロッ

ク中量

3 褐 色 ローム中 。大ノ

ロック多量

武
生 18.Om

SK-30 土層解説

ユ 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック少量

2 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量

3 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小・ 中プロック中量

2 褐 色 ローム粒子・ ローム小・ 中プロック中量

0

生1.8m   ―

学
SK 21                     SK 41

SK-21 土層解説
SK-41 上層解説1 黒褐色 ローム粒子少量

2 暗褐色 ローム粒子・ コーム小プロック中量   I 暗褐色 ローム中ブロック中量

SK 50
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マ
SK 70

Al.。m

生1.3m口
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SK 67

生1.8m  い`  一
ml

ー SK 66

●/
生 18.Om

SK-52 土層解説

1 褐 色 砂質土少量,炭化材・ 炭

化粒子多量

2 褐 色 砂質土少量,炭化材中量

3 褐 色 ローム大プロック多量 ,

陵化材中量

SK-66 土層解説

1 褐 色 ローム大プロック中量

SK-67 上層解説

1 褐 色 炭化物極少量

2 褐 色 ローム粒子多量,ローム大ブロック少量

SK-68 土層解説

1 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・

炭化粒子極少量

2 暗褐色 ローム粒子多量

口
|

SK-73 土層解説

1 黒褐色 ローム粒子少量

2 暗褐色 ローム粒子中量,ロ ーム

小 。中プロック多量

3 黒褐色 ローム粒子少量

SK-74 土層解説

1 褐 色 ローム粒子少量

o             2m

第52図  土坑実測図 (3)
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第53図 第 8・ 88号土坑出土遺物実測図

0              10Cm

表 8 姥ケ合津遣跡土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径方向

(長軸方向)

平 面 形

規 模 (m)

壁 面 層 面 覆土 出 土 遺 物 備  考
図 版

番 号
長径 X短径 深 さ

l E2g8 N-27° 一W 円 形 090X075 020 緩斜 峨 自然 縄文式土器片 第50図

2 E2j6 N-38°一W 楕  円 形 118X096 緩斜 平 坦 自然 縄文式土器片

3 E2b8 N-50° ―W 楕 円 形 120× 068 緩 斜 凹凸 自然

4 E2i8 N-23° 一W 精 円 形 150X120 外傾 平 坦 自然 縄文式上器片,上師器片

5 E2io N-74° ―W 不整楕円形 260X136 緩斜 峨 自然

6 E2h8 N-90° 一W 精 円 形 1■2X098 緩斜 峨 不 明

7 E2h7 N-25° 一IV 楕 円 形 178× 126 綬斜 平坦 不明

8 E2g6 N-20・ ―E 情 円 形 132 X l10 022 綬斜 叫 自然 縄文式上器片,石器

11 E2e5 N-14°一E 円 形 092X084 013 緩 斜 llld 自然

D311 N-10° ―W 不整楕円形 270× 148 翻 叫 自然 縄文式上器片,弥生式上器片,上師器片

G311 N-26°一E 楕  円 形 124X100 緩斜 平 坦 自然 縄文式上器片,土師器片

Dlg8 N-22°―W 楕 円 形 外傾 平 坦 自然

C3hl N-16° 一E 円 形 090X079 緩斜 触 不 明

C3b2 N-0 円 形 100× 100 緩斜 叫 メ弟 石 片
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上坑

番号
位 置

長径方向

(長軸方向)

平 面 形

規 模 (m)

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備  考
図 版

番 号長径 ×短径 深 さ

B216 N-63° 一W 長  方  形 232X154 緩斜 平坦 ノ礁 縄文式上器片,土師器片,炭化材 52図

C3d4 N-47° 一W 楕 円 形 075X057 004 綴斜 IIlla 不明 縄文式上器片

C3a4 N-73° 一E 円 形 052X049 緩斜 峨 不明

B3g8 N-57・ ― Vヽ 格 円 形 1 17× 080 姫 峨 メ為 縄文式土器片,土師器片

B3g8 N-32°一V 構 円 形 096X083 綬斜 峨 メ弟

32 ee N-39°一W 楕 円 形 133× 098 044 期 峨 自然 縄文式上器 (加gttEⅢ 式深鉢)

A4j5 N-59°一E 円 形 056× 051 緩斜 蹴 不 明

B3e6 N-50°一E 円 形 277× 261 033 緩斜 峨 人為 弥生式上器片

C2g7 N-77°一E 楕  円 形 ユ74X094 外傾 蹴 自然
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3  形夏

当遺跡からは,大小 3基の塚が確認されたが,出土遺物がなく構築時期や性格について切らか

にすることは困難であった。ここでは,調査結果に基づき塚の規模や形状等を中心に記載する。

第 1号塚 (第54図 )

現状と確認状況 伐開後の調査によって存在が確認されたもので,周囲の地表面に比べわずかに

高まりが認められる程度である。

0             3m

0              4m

第54図  第 1号塚実測図
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位置 B4区

規模 と形状 長軸 13.Om・ 短軸 12.Omの 不整形状で,高 さは0.5m前後である。

構築状況 周囲の旧地表 (褐色土や暗褐色上)を互層に積み上げている。盛上には,木根等によ

る撹乱が多 く見 られる。盛上の上層は, 1層 はローム主体で黒色土を極少量含む褐色土, 2層 は

ローム粒子 。ローム小ブロックを少量含む暗褐色土, 3層 はローム粒子を極少量含む暗褐色土 ,

4層 はローム粒子 。黒色土小ブロックを少量, ローム小ブロックを極少量含む暗褐色土, 5層 は

ローム粒子,ロ ーム小ブロックを極少量含む暗褐色土である。

遣物 出上 していない。

所見 本跡は出土遺物 もな く,時期や性格については不明である。

第 2号塚 (第55図 )

現状 と確認状況 第 1号塚 と同様,伐開後の調査によって存在が確認されたもので,周囲の地表

面に比べわずかに高まりが認められる程度である。

位置 C3区

規模 と形状 長軸 14,Om・ 短軸 12.Omの不整形状で,高 さは 0。4m前後である。
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0            8m

第 55図  第 2号塚 実測図

0             4m
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構築状況 周囲の旧地表を互層に積み上げている。盛上には,木根等による撹乱が多 く見られる。

盛上の上層は, 1層 は黒色土・褐色土ブロックを少量含む暗褐色土, 2層 は褐色土プロックを少

量含む黒褐色土, 3層 は砂粒子を多量に含む暗褐色上である。

遺物 出上していない。

所見 本跡は出土遺物 もな く,時期や性格については不明である。

第 3号塚 (第57図 )

現状 と確認状況 伐開後の調査によって存在が確認されたもので,周囲の地表面に比べわずかに

高まりが認められる程度である。

位置 El区

規模 と形状 南側 3分の 1程が調査区外に延びているが,長軸 22.Om・ 短軸 12.Omの 不整形状で

高さは0.5m前後である。

構築状況 盛上の上層は, 1層 は褐色土小ブロックを中量含む暗褐色土, 2層 はローム粒子・ ロー

ム小プロックを少量含む暗褐色土, 3層 はローム粒子を多量 ,

ローム小ブロックを中量含む褐色土, 4層 はローム粒子少量 ,

ローム小ブロックを極少量含む暗褐色土, 5層 はローム粒子・

ローム小ブロックを極少量含む暗褐色上である。 6層 は地山,

0               10Cm
7層 は黒色上である。 8層 はローム粒子を極少量含む暗褐色土,  

―

9層 はローム小ブロックを少量含む暗褐色土,10層 はローム小 第58図  第 3号塚出土遺物実測図

プロックを中量含む明褐色土,11・ 12層 はローム粒子を少量含む暗褐色土,13層 はローム粒子を中

量含む暗褐色土,14層 はローム粒子を斑状に含む暗褐色土,15。 16層 はローム粒子を少量含む暗

褐色上,17層 は黒色土塊,18層 はローム粒子を多量に含む褐色土,19層 は粘土粒子を中量含む褐

色土である。

盛上の上層には,木根等による撹乱が多 く見 られる。

遺物 南側裾部の盛土上層から,第56図 1の碗 (鉄釉天目碗)が出土している。

所見 本跡は出土遺物から,近世の塚の可能性が高い。

第 3号塚出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

５ ６

１

第 碗

陶  器

〔11.6〕

68
4_2

09

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

天目碗。低い削り出し高台が付

く。体部は内彎気味に立ち上が

り,日縁部はスッポンロ状であ

る。体部外面下半露胎。鉄釉。

水挽 き成形。 酷」 にぶヤ墳橙色

(釉)黒色

(焼成)普通

P89  40%
南側裾部盛土上層

18世紀前半

瀬戸・美濃系
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0             3m

。              4m

第57図  第 3号塚実測図

4溝

当遺跡からは, 1条の溝が確認されたが,出土遺物がな く時期や性格について明らかにするこ

とは困難であった。 ここでは,調査結果に基づ き溝の規模や形状等を中心に記載する。

第 1号溝 (第58図 )
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第38図 第 1号溝実測図



位置 A3～ B3区

規模 と形状 北西から南東へ直線的に延び,確認された長さ4470m,上 幅1.0～1,9m,下幅 0.5

～1.lm,深 さ0.3～ 0.6mで,断面皿状に掘 り込まれている。溝の両端共,調査区外に延びてい

る。

方向 N-35° 一W

覆± 5層からなる。 1～ 4層 はローム粒子を少量含む暗褐色上で, 5層 はローム小ブロックを

少量含む褐色土であり,自 然堆積 したものと思われる。

遺物 覆土中から,少量の縄文式上器片,弥生式上器片,上師器片が出上している。

所見 本跡は,遺構に伴う出土遺物 もな く,時期や性格については不明である。

5 遺構外出土遺物

当調査区の遺構外出土遺物について,観察表,実測図及び拓影区でその一部 を紹介する。

縄文式上器 (第59・ 60・ 61図 )

第 1群の上器 縄文時代早期に比定される土器群を本群 とする。 (第 59図 )

第 1類 縄文時代早期前葉の撚糸文系土器に比定される土器を本類 とする。

a種 細い撚糸による施文が施されているものc

l～24は 日縁部片である。 1～ 13は 口縁部に無文帯をもち,口唇部は丸味をもっている。14～ 24

の口縁部には撚糸による縦位の押圧が施されている。25～ 38は胴部片であり,撚糸による縦位の押

圧が施されている。 (稲荷台式上器 )

b種 太い撚糸による施文が施されているもの。

39・ 40は胴部片であり,粗い撚糸による押圧が施されている。 (稲荷原式上器 )

c種 細い沈線が施されているもの。

41の 回縁部 は同じ厚さで直立し,縦位の細い沈線が施されている。 (木の根式上器 )

第 2類 縄文時代早期中葉の条痕文系土器に比定される土器を本類 とする。

42～ 49は胴部片である。いずれも表裏に貝殻腹縁文が施 されている。
｀

(茅 山式上器 )

第 2群の上器 縄文時代前期から中期に比定される土器群を本群 とする。 (第 60図 )

第 1類 前期後葉に比定される上器を本類 とする。

50・ 51は 回縁部片である。横位の結節状浮線文が施され,同一個体 と思われる。52は粗い縄文地

文に細い結節状浮線文が施 されている。 (十三菩提式上器 )

第 2類 前期末から中期初頭に比定される土器 を本類 とする。

a.53は 口縁部片である。口縁部には横位の結節文が施され,下位に横位 と斜位に半載竹管による
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集合沈線が施されている。54・ 55は胴部片であ り,53と 同一個体 と思われる。

b.56～ 66は回縁部片である。56～ 58の 口縁部には幾何学的に縄文原体が押圧されている。56・ 57

は波状口縁であり,56は波状部の下にボタン状の貼 り瘤が施されている。56～58は同一個体 と思わ

れる。60は波状口縁であり,日縁部には粗い縄文が施されている。59,61の口縁部には斜位の縄文

や結節文が施されている。63は 口縁部が外反 し,日縁下端には隆帯が巡 らされている。64・ 65は複

合口縁で,粗い縄文が施されている。66は口唇部に半載竹管による刺突が施され,回縁部は横位の

波状文を施 した後,半載竹管による横位の沈線が巡 らされている。67～83は胴部片である。67～71

は横位や斜位の波状文や沈線が施されている。72～80は地文の縄文の上に結節文が施されている。

81・ 82は横位に羽状縄文が施されている。83は縦位の羽状縄文の上に縦位の結節文が施されている。

(粟島台式上器 )

第 3類 中期前葉に比定される土器群を本類 とする。 (第 61図 )

84～ 87は 口縁部片である。84～86は日縁部の内・外面に隆帯を貼 り,そ の上に鋸歯状沈線文が施

されている。84の口縁部には貼 り瘤が,85・ 86の 日縁部には山形状の沈線が施されている。87は波

状日縁で,日唇部にはキザ ミが巡 らされ,日縁部の内 。外面には三角文が施されている。88は胴部

片で,渦巻文が施 されている。 (五領ケ台式上器)

第 4類 中期中葉に比定される土器を本類 とする。

89は口縁部片である。無文帯の下位に2本の隆帯を巡 らせ,隆帯の上下を棒状工具により交互に

刺突されている。 (中峠式上器 )

第 5類 中期後葉に比定される土器を本類 とする。

90は 口縁部片,91は頸部片である。隆帯による区画がなされ,区画内は単節縄文RLが横位回転

で施文されている。92～ 96は胴部片である。92は 2条の沈線による懸垂文が施され,93は縦位の絡

条体圧痕文が施されている。94～96は縦位の櫛歯状条線文が施されている。 (加曽利 EⅢ式上器 )

第 3群の上器 縄文時代後期に比定される土器群を本類 とする。 (第 61図 )

第 1類 後期前葉に比定される土器を本類 とする。

97は 口縁部片である。内・ 外面の上位に横位の太い沈線を巡 らしている。 (堀之内式上器 )

98は口縁部片,99。 100は胴部片であり,いずれも横位の沈線内に縄文を充填している。101は 口

縁部片で,日唇部 はやや肥厚気味である。内面には内削ぎによる稜をもち,外面は横位のナデが

施されている。 (加曽利 B式上器 )
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弥生式上器 (第61図 )

出上した弥生式土器片は,弥生時代後期に比定される。

102～ 104は 口縁部片である。102の 日唇部にはキザ ミが施され,103の 口唇部には棒状工具によっ

て交互に刺突が施されている。1ぬをlo魏ぃずれも複合白縁で,口縁部には付加条一種 (付加2条 )

の縄文が施文され,口縁下端には丸棒状工具による押圧が施されている。

105は頸部から胴部にかけての破片である。頸部は無文で,胴部には付加条一種 (付加 2条)の

縄文が施文されている。

106～108は胴部片である。いずれも付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文されている。109は底

部にかけての破片であり,わずかに残る胴部には付加条の縄文が施文され,底部には木葉痕が見

られる。

遺構外出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

６ ２

１

第 器  台

土 師器

Ｄ

Ｅ

〔17.0〕

(55)
脚部片。脚部はラッパ状に開く

孔は6孔と思われる。

裾部外面縦位のヘラミガキ,内
面ハケロ整形後ナデ。外面赤

彩。

長石，絶
範

スコリア P90  10%
表採

ミニチュア

土  器

土 師 器

A  50
B  3_9
C  3.0

境形。平底。体部は内彎して立

ち上がる。頸部はわずかにくび

れ,日縁部は短 く外反する。

体部外面ヘラナデ,内面ナデ。 スコリア

にぶい橙色

普通

９‐

採

Ｐ

表

100%

図版番号 器   種

計 測 値 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)
現存率

(%)
出 土 地 点 備  考

最大長 最大幅 最大厚

第62図 3 土 玉 表 採 DP27

4 土 玉 257 表 採 DP28

5 土 玉 表 採 DP 29

6 土 玉 (115) 表 採 DP30

7 土 玉 表 採 DP31

8 管 状 土 錘 表 採 DP32

9 土 器 片 錘 表 採 DP33
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0              10Cm

第64図  遺構外出土遺物実測図(3)

図版番号 器 種

計 測 値
石  質 出 土 地 点 備 考

長さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 (g)

第62図 10 尖 頭  器 (5.5) (130) チャート 表 採 Q14

ナイフ形石器 425 安 山岩 E2a4区覆土内 Q15

石 鏃 (27) 安 山 岩 D2dl区覆土内 Q16

石 鏃 (17) 黒 曜 石 D2iO区覆土内 Q17

割 片 1374 黒 曜 石 E2区覆土内 Q18

石 錘 安 山岩 表 採 Q19

円板状石製品 安 山 岩 表 採 Q20

円板状石製品 安 山岩 表 採 Q21

砥 石 (4049) 粘 板 岩 B3a7区 覆土内 Q23

第63図 19 凹 石 (6169) 安 山 岩 表 採 Q22

磨 石 1891 安 山 岩 D2,6区覆土内 Q25

敲 石 115 6111 安 山岩 E3al区覆土内 Q26

敲 石 141 12706 緑色凝灰岩 E3al区覆土内 Q24

磨 石 (3729) 安 山 岩 D2,6区覆土内 Q27

磨 石 2655 安 山岩 E3al区覆土内 Q28

第 64図 25 磨 石 (2600) 砂  岩 D2,6区 覆土内 Q30

磨 石 (1880) 安 山岩 C3fl区覆土内 Q31
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第 3節  まとめ

今回の調査によって,当遺跡は縄文時代から弥生時代を経て古墳時代中期 までと,近世の複合

遺跡であることが明らかになった。 ここでは,各時期毎に概観 し,ま とめとしたい。

I期 縄文時代

調査区内からは,当該期の遺構 は確認されていないが,早期から後・ 晩期にいたる縄文式上器

片が出上 している。特に,早期前葉の稲荷台・稲荷原式上器片が多 く出土しており,当遺跡が
,

当時の人々の生活の一つの場 として存在 していたことが考えられる。また,千葉県の木の根遺跡

から出上 している,木の根式上器に類似 した口縁部片が出上している。

H期 弥生時代後期中葉

第16号住居跡が当該期に属し,調査区の北部に位置している。平面形は隅丸長方形で, 4本主柱

穴 と出入 り回施設に伴うピットがあり,地床炉は住居跡の北側に付設されている。住居の形態は,

同時期 と思わ絶る岩井市高崎貝塚の4軒の住居跡 とほぼ同じ規則性がみられる。遺物は,広日壺 ,

紡錘車,ア メリカ式石鏃等が出上 している。特に,広 口壷は那珂川下流域 (勝田市,那珂湊市 ,

大洗町)か ら多 く出上 している髭釜式上器に類似 している。

Ⅲ期 古墳時代前期前葉

第 1・ 7・ 9号住居跡が当該期に属し,調査区の南部に位置している。平面形は方形ないし長

方形で,地床炉が住居跡のほぼ中央部に付設されているが,主柱穴は確認されていない。また
,

貯蔵穴 は南壁の中央からやや東側に付設されている。第 1号住居跡の地床炉内からは,水平に置

かれた焼成粘土板上に,台付甕が乗った状態で出土している。焼成粘土板については,県内には

まだ報告例がなく,関東地方では,東京都八王子市の鞍骨山遺跡に報告例がみられる。鞍骨山遺

跡出上のものと比較すると,当遺跡から出上したものは,小 さく,作 りも雑 (表側に指頭痕,裏

側に網代痕)である。

Ⅳ期 古墳時代前期中葉

第 3・ 4・ 5・ 6・ 10。 12・ 13・ 14。 17号住居跡が当該期に属し,調査区の南部一帯に位置して

いる。平面形は方形ないし長方形で,地床炉は住居跡の中央からやや東側に付設されている。主

柱穴は確認されず,貯蔵穴 は東コーナー寄 りに付設されている。 この時期が当遺跡の全盛期 と思

われる。遺物 は,壷,甕,台付甕,娩等の日常生活に使用する土師器のほか,赤彩された器台 ,

ミニチュア土器等の祭祀具 と思われる土器が出上している。第12号住居跡からは,祭祀具と思われ

る構造船をかたどった赤彩 された舟形土製品 (舶先部分)が出土 している。

V期 古墳時代中期前葉

第15号住居跡が当該期に属し,調査区の中央部に位置している。平面形は長方形で,地床炉は
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住居跡の中央部からやや北側に付設されている。主柱穴は確認されないが,貯蔵穴 は南コーナー

に付設されている。遺物は,脚部が中空で太い高不や,日縁部が強 く外傾する鉢等が出上してい

る。

Ⅵ期 古墳時代中期中葉

第 2・ 8。 11号住居跡が当該期に属し,調査区の南部に位置している。平面形は方形ないし長方

形で,規模が大型になる。特に,第11号住居跡は一辺が 9.6m程で当遺跡では最大規模である。第

2・ 11号住居跡からは, 4本主柱穴 と出入 り口施設に伴 うピットが確認され,貯蔵穴は南コーナー

に付設されている。遺物は,甕,甑,鉢,娩 ,邪,高不等が出土 している。

大形住居跡の形態や娩・不のセツ ト関係については,牛久市ヤツノ上遺跡に類似 した報告例が

みられる。

Ⅷ期 近世

近世の遺構 として, 3基の塚が確認されている。特に,第 3号塚から出上 している瀬戸・ 美濃

系の天目碗 は18世紀前半のものと思われ, この時期に構築 されたものと考えられる。

注・参考文献

(1)池田 大助「北総台地における沈線文土器群の出現―木の根 I式及びH式土器の提唱―」

『研究紀要 8』 千葉県文化財センター 1984年

鬱)東京都八王子市谷野遺跡調査団  「鞍骨山遺跡」 1971年

0)茨 城県教育財団「牛久北郡特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (I)ヤ ツ

ノ上遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』 第81集 1993年

(つ 茨城県教育財団「茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書 I 原口遺

跡・ 北前遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』 第83集  1993年

151 茨城県教育財団「茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ 高崎貝

塚」『茨城県教育財団文化財調査報告』 第88集  1994年

(6)岩井市史編さん委員会「岩井市の遺跡」『岩井市史遺跡調査報告書』 第 1集 1992年
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第 5章

第 1節 遺跡の概要

南  開 跡

南開遺跡は,岩井市の北東部,姥ケ谷津遺跡の西側へ約800m離 れた,標高18～19mの 台地上に

立地 している。現況は山林であり,調査区域は,南北に約30m,東西に約30m,面積 900.4m2で

ある。

今回の調査によって,調査区南西部から近世の塚 1基が確認されている。塚の規模及び形状は,

基底面の一辺が13～14mの 方形を呈 し,高さは約 1.7mで ある。

遺物は,南側裾部の盛土中から陶器 (中瓶),上 師質土器 (皿),煙 管,古銭 (寛永通宝)等

が出土している。

0              20m

第66図  南開遺跡全体図
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第 2節 遺構 と遺物

1塚

当遺跡からは, 1基の塚が確認された。出土遺物 としては,陶器,上師質土器,古銭等があり,

近世に構築されたものと思われる。 ここでは,調査結果に基づき,塚の規模や形状及び出上遺物

について記載する。

第 1号塚 (第67図 )

現状 と確認状況 山林の中に,表面を雑木で覆われた高さ lm程のマウンドが確認された。頂上

部には平坦面 も確認されたが,長い間放置されて,荒れた状態であつた。

位置 Al・ 2区

規模と形状 基底面は, 14.Om(北 東～南西)と 13.5m(北西～南東)の隅丸方形状で,現地表

面からの高さは1.70m程である。塚 は基底面から1.70m程の高さまで方錐状 に立ち上がった後 ,

多少の凹凸が認められるものの,一辺 8m程の方形状の平坦な頂上部を形成 している。頂上部の

標高は20.375mである。

構築状況 旧地表の上に暗褐色土や褐色土を方錐状に互層に積み上げ,頂上部は平坦にしている。

盛上の上層は,木根等の撹乱が数か所に認められる。盛上の上層は, 1層は砂質の褐色土, 2層

はローム小 。中プロック・ 黒褐色上を少量含む暗褐色土, 3層はローム粒子・暗褐色土粒子を多

量に含む暗褐色土, 4層 はローム中・ 大ブロック・ 黒色土プロックを多量に含む暗褐色土, 5層

は褐色土ブロックを多量に含む暗褐色土, 6層 はローム中・ 大プロックを多量に含む褐色土, 7

層はローム小・ 中プロックを多量に含む暗褐色土, 8層 はローム粒子・小 。中プロックを少量含

む暗褐色土, 9層 は暗褐色上である。

遺物 頂上部南部の盛土中から内耳土器片が,南側裾部の盛土中から第68図 1の上師質土器 (皿),

2の陶器 (中瓶), 3～ 6の古銭 (淳熙元費 1点,寛永通費 3点 )が,北部の盛土中から7の煙

管 (火皿)が,そ れぞれ出上 している。

所見 本跡は,出土遺物等から,近世の塚 と思われる。
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第68図  第 1号塚出土遺物実測 。拓影図

第 1号塚出土遺物観察表

器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土,色調・擁成 備   考

６ ８

１

第 皿

上師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎気味に立ち上

がり,日唇部は丸味をもつ。

水挽 き成形。

横ナデ。

底部回転糸切 り。

スコリア

にぶい責橙色

普通

P1 90%
南側裾部

2 瓶

器

中

陶

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(3.3)

70
10

底部片。平底。低い削り出し高

台が付 く。外面飴釉, うのふ釉

内面露胎。尾呂徳利

水挽き成形。 (胎土)浅黄色

(和)にぶい黄褐色

(焼成)普通

P2  20%
引則嶽細7c顎Ⅲ18c前

瀬戸・美濃系

図 版 番 号 銭 名 初鋳年 (西暦 ) 鋳 造 地 名 出 土 地 点 備 考

第 68図 3 淳 熙 元 費 1174 南   宋 南 側 裾 部 Ml

4 寛 永 通 費 1668 日   本 南 側 裾 部 1ヽ2

寛 永 通 費 1668 日   本 南 側 裾 部 M3

寛 永 通 費 1668 日  本 南 側 裾 部 1ヽ4

図版番号 器   種
計 韻J 値

出 土 地 点 備 考

長さ (cml 幅 (clll) 厚さ (cm) 重量 (g)

第 68図 7 煙 管 17 北部盛上中 M5
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第 3節  まとめ

南開遺跡の塚 は,今回の調査によって,近世に構築 されたことが明らかになった。 ここでは
,

発掘の成果や地域の伝承等を基に, まとめとしたい。

塚は,基底面の一辺が14m程の隅丸方形で,方錐状に立ち上がった,高さ1.7m程の規模である。

遺物は,土師質土器 (皿),陶器 (中瓶),古銭 (淳熙元賓・寛永通費),煙 管 (火皿)が出土

している。特に,南側裾部から出土している中瓶は,瀬戸・美濃系の尾呂徳利であり,17世紀後半

から18世紀前半のものと考えられている。

地域では「千部塚」 と呼ばれてお り,十数年前までは供養塔が頂部に立てられてあったが,現

在,所有者が別の場所に移 して供養 している。供養塔 は, 自然の安山岩を使用 したもので,造立

年代については第69図に示したように,「元文五庚申天十一月日」 と判読可能なことから,供養塔

は元文 5年庚申 (1740年)に造立されたものと考えられる。供養塔の大きさは最大高132cm,最 大

幅58cln,最 大厚25cmで あり,下位には「蓮花」が刻まれている。

供養塔には,「施主篠塚八右衛門 奉重補千部供養塔 天下泰平一家繁栄」 とあることから,

江戸時代「重補千部」なる人物の供養をするために構築されたものと考えられる。
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姥 ヶ谷津遺跡か ら出土 した炭化材の種類

パリノ・ サーヴェイ株式会社

はじめに

姥ヶ谷津遺跡 (岩井市大字幸田所在)は,利根川 と鬼怒川に挟 まれた台地の菅生沼東岸部に位

置する。本遺跡では, これまでの発掘調査により弥生時代から古墳時代の住居跡が検出された。

このうち,古墳時代前期 (五領式)の第 1号住居跡および第12号住居跡では住居構築材 と考えられ

る炭化材が出上した。今回の分析調査では, この2軒の住居跡から出上 した構築材について材同

定を行い,そ の種類を明らかにする。

1.試料

試料は,第 1号住居跡および第12号住居跡から出上した柱材 と考えられる炭化材 2点 (SI-1

炭化材,第12号住居跡炭化材No 2)で ある。

2.方法

試料を乾燥させたのち,木日 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の割断面を作

製し,走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察・ 同定した。

3.結果

試料は,第 1号住居跡から出上した柱材がコナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種に,第 12号住居跡

から出土 した柱材がコナラ属コナラ亜属コナラ節の一種に同定された。クヌギ節 とコナラ節の主

な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。なお,和名・学名等は,主 として「原色

日本植物図鑑 木本編<H>(北 村・村田,1979)に 従い,一般的性質などについては「木の辞典

第 2巻」 (平井,1979)も 参考にした。

・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (蝕♂πクS Subgen.L砂 ″οうα力ηtt Sect.助ぬ sp.)

ブナ科

試料名 :SI-1炭 化材

環孔材で孔圏部は 1～ 3列,孔圏外で急激に管径を減 じたのち,漸減 しなが ら放射状に配列す

る。大道管は管壁は厚 く,横断面では円形,小道管は管壁 は中庸～厚 く,横断面では角張つた円

形, ともに単独で単穿孔を有する。放射組織 は同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合放射組織 と

がある。

- 107 -



クヌギ節は,コ ナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で,果実 (い わゆるドングリ)が 2年目に熟する

グルー プで , クヌギ (O%ιπtt αι励儘肋α Carruhers)と アベマキ (Q.物万あゲぬ B励物ι Ver.

ι″υ力ι肋彦力 Nak五 )の 2種がある。クヌギは本州 (岩手・山形県以南)・ 四国・九州に,アベマ

キは本州 (山形・静岡県以西)。 四国 。九州 (北部)に分布するが。中国地方に多い。クヌギは

樹高 15mに なる高木で,材は重硬である。古 くから薪炭材 として利用され,人里近 くに萌芽林

として造林されることも多 く,薪炭材 としては国産材中第一の重要材である。 このほかに器具・

杭材悟木などの用途が知 られる。樹皮・果実はタンニン原料 とな り,果実は染料・飼料 ともなっ

た。アベマキはクヌギによく似た高木で,樹度のコルク層が発達 して厚 くなる。材質 はクヌギに

似るが,さ らに重い。用途 もクヌギと同様であるが,樹皮が厚いため薪材にはむかず,炭材 とし

てもクヌギ・ コナラより劣るとされる。

・ コ ナ ラ 属 ヨ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ 節 の 一 種 (Oク%熔 Subgen.Lψ″οう,力切溶 Sect.乃物 熔 sp。 )

ブナ科

試料名 :第 12号住居跡炭化材配 2

環孔材で孔圏部は1～ 2列 ,孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は管壁 は厚 く,横断面では円形～楕円形,小道管は管壁は中庸～薄 く,横断面では多角形

で,いずれも単穿孔を有する。放射組織は同性,単列, 1～20細胞高のものと複合放射組織 とがあ

る。

コナラ節は, コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で,果実 (いわゆるドングリ)が 1年 目に熟する

グループで,モ ンゴ リナラ (働%熔 物οttο力銘 Fischer ex Turcz.)と その変種 ミズナラ (O.

物ο牲″ゑ″ Fixher ex Turcz.var.ξ ℃∬ιv%α力 (Bl.)Rehder et Wilson), コナラ (O.形夕%αカ

Muray),ナ ラガシワ(o.α厖筋 BIune), カシワ (O.力η筋力 Thunberg)と いくつかの変・ 品種を

含む。モンゴリナラは北海道 。本州 (丹波地方以北)に , ミズナラ・ カシワは北海道・本州・四

国 。九州に,ナ ラガシワは本州 (岩手 。秋田県以南)。 四国 。九州に分布する。コナラは樹高20m

になる高木で,古 くから薪炭材 として利用され,植栽 されることも多かった。材は重硬で,加工

は困難,器具・ 機械・樽材などの用途が知 られ,薪炭材 としてはクヌギ (o.αθ加儘励α Carruhers)

に次 ぐ優良材である。枝葉を緑肥 としたり,虫 えいを染料 とすることもある

4.考察

同定されたクヌギ節 とコナラ節は,古墳時代の住居構築材に比較的多いことが知られている (千

野,1991)。 本遺跡周辺では,高崎貝塚および北前遺跡の住居跡から出土した構築材 と考えられる

炭化材の多 くがクヌギ節に同定されている。また,隣接する水海道市奥山A遺跡や西原遺跡でも,

古墳時代の住居構築材にクヌギ節・ コナラ節が同定されている (パ リノ・ サーブェイ株式会社 ,
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1986a,b)。 今回の結果は, これまでに周辺の遺跡で得られた資料 と同様の結果であり,当時ク

ヌギ節・ コナラ節が住居構築材 として本遺跡周辺部で広 く利用されていたことが推定される。

ところで,今回の調査では住居跡の構築材が,第 1号住居跡がクヌギ節,第 12号住居跡がコナラ

節であつた。 この結果は,住居によって構築材の種類が異なっていたことを示唆する。しかし,

各住居跡の同定点数が 1点づつであるため,実際に住居によって構築材の種類が異なっていたか

否かは断定できない。いずれの住居跡も今回調査した以外にも構築材 と考えられる炭化材が出土

しており,今後 これ らの炭化材についても同定を行い確認する必要がある。また,西原遺跡や高

崎貝塚では,住居構築材にヌルデやハンノキ属 も同定されており,ク ヌギ節以外にも構築材 とし

て使用された種類があったことを示唆している。住居構築材の中でも垂木や横木のような部位に

用いられる木材は,強度や耐朽性 も必要であるが,大 きさ (径・ 長さ)や形状 も重要な選択基準

であったことが推定される。必要 とする条件を満たしていれば, クヌギ節以外にも使用された木

材があったことが考えられる。今回調査 した住居跡でもクヌギ節・ コナラ節以外にも使用された

木材があった可能性 もあるが,今回の結果からは断定できない。焼失住居跡から出土する炭化材

は,火災 とその後の埋積過程を経て残存 したものであり,当時の組成を正確に反映しているとは

限らない。このような住居跡の調査を行 う際には,出上した炭化材について可能な限 り多 くの点

数を調査することが必要である。
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第73号土坑遺物出土状況



姥ケ谷津遺跡 PL 15

|11::i三 :|'||―

―‐

姦:

第 1号溝

●■|す

が|―

第 2号塚 第 3号塚 トレンチ

I該IⅢ

第 3号塚 トレンチ

第 1号塚土層断面 第 3号塚遺物出上状況



PL 16 姥ケ谷津遺跡

9-3

9-4

9-1

9-2

9-5

9-8

第 1号住居跡出土土器



PL 17

13-3

13-5

13-6

一一一一一一一一一一一一一一

13-1

13-2

第 1・ 2・ 3号住居跡出土土器



PL 18 姥ケ谷津遺跡

22‐-3

第 4・ 5'6号住居跡出土土器



姥ケ谷津遣跡

25--2

27‐…1

PL 19

27--2

30--3

綾
30……4

第 7・ 3・ 9号住居跡出土土器

27と-3



PL 20 姥ケ谷津遺跡

35--6

35-10

第11号住居跡出土土器



姥ケ谷津遺跡

す1孝

35--7

PL 21

37-… 2

37中-3

3ア
ーー4

第11・ 12号住居跡出上土器

371-1



37ユー6

37--7

姥ケ谷津遺跡

39--2

37……8

第12・ 13・ 14号住居跡出土土器

39-1 42--2



姥ケ谷津遺跡

42--4

iV・・五

PL 23

42‐-8

42-1042-6

第14号住居跡出土土器

42--5 42-11



PL 24 姥ケ谷津遺跡

44■ 4

42-12

42-13

第14・ 15号住居跡出土土器



姥ケ谷津遣跡

=攀Ⅲ

46・-1

46-… 2

46……3

第16号住居跡出土土器,第68号土坑出上土器,第 3号塚出土土器 ,

46--4

53--1

56--1

遺構外出土土器

62……2



PL 26 姥ケ谷津遺跡

10-13

第 1号住居跡出土土製品

第12号住居跡出土土製品

37い-9

37--9 37--9

第16号住居跡出土土製品

46‐-6 46--6 46-7



姥ケ谷津遺跡 PL 27

第16号住居跡出土弥生式上器片

２２．６　　　姦韓簾）６２．６

２０．４　　　隷鵜期鐵言４２．‐８

第 5。 6。 9・ 14号住居跡・遺構外出土土製品



PL 28 姥ケ谷津遺跡

:種種篠粧掌甘|||||||‡
i患

肇事

l.院

30--6

42-16 42-17 62--3

|

42-15

44-7

第 1。 4・ 7。 9。 10。 12・ 14・ 15号住居跡・遺構外出土土製品



PL 29姥ケ谷津遺跡

|||― ■ ||■■
― .■!■ |・ |■|■|=■

遺構外出土縄文式上器片(1)



姥ケ谷津遺跡

35          36             37

60E]

遺構外出土縄文式上器片 (2)



PL 31

遺構外出土縄文式上器片(3)



PL 32 姥ケ谷津遺跡

61図

60・ 61図

遺構外出土縄文式上器片(4)



姥ケ谷津遺跡

遺構外出土弥生式上器片

10-15

第 1号住居跡出土石器

46--9      46-10

∈ 壌,

62-12     62-13

第16号住居跡 。遺構外出土石器

６２． ‐０

Ⅷ

６２．９

PL 33

遺構外出土土製品



PL 34

０

４６．‐３

姥ケ谷津遺跡

64--25

霧
44--8 62-15 62-17

得

４６． ３

63--21 63--23

63‐-19

62‐-16

第10。 15。 16号住居跡・遺構外出土石器・剥片

62-… 20



姥ケ谷津遺跡

10-17

37-11

。12・ 14号住居跡出土石器

|― i―■‐五iと遠慮工轟
姥ケ谷津遺跡出土器台

PL 35

62‐-22

第16号住居跡・遺構外出土石器

姥ケ谷津遺跡出土 ミニチュア上器

42-19

一界

一留

第14号住居跡出土土器



南開遺跡全景

∞ 嬢 e暗
0

68--2

第 1号塚出土遺物

68--3-7



南開遺跡

第 1号塚調査前全景 第 1号塚調査後全景

第 1号塚盛土土層断面 第 1号塚盛土土層断面

第 1号塚盛土土層断面

第 1号塚遺物出土状況 第 1号塚遺物出土状況



PL 38

1.コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (SI-1炭化材 )

2.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (第12号住居跡炭化材No 2)

a:木口,bi征 日,c:板 目

付章 姥ヶ谷津遺跡・炭化材の顕微鏡写真

ａ

，Ｄ

ｍ
　
ｍ

μ

μ

００

００“
一
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